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究
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謡
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け
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け
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け
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抄
袖
中

抄
袖
中

抄
』』 』』
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置
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付
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尋

田
林

千
尋

田
林

千
尋

は
じ
め
に

上
代
の
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
「
歌
」
は
、
旋
律

に
乗
せ
て
歌
わ
れ
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
『
萬
葉
集
』
で
は
こ

の
よ
う
な
「
歌
」
の
数
は
減
少
す
る
。
平
安
時
代
の
『
古
今
和
歌
集
』
以

後
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
「
歌
」
は
、
そ
の
大
半
が
短
歌
型
和
歌
、
す

な
わ
ち
詠
む
「
歌
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
旋
律
に
乗
せ
て
歌
わ
れ
る
「
歌
」
が

失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
記
紀
歌
謡
の
流
れ
を
く
む
大
歌
は
初
期
の
平

安
宮
廷
に
も
伝
承
さ
れ
、
や
が
て
、
新
た
な
歌
謡
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
す

る
。
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
、
東
遊
歌
と
い
う
四
種
の
平
安
期
宮
廷

歌
謡
、
所
謂
「
四
譜
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詞
章
は
時
に
短

歌
体
で
和
歌
集
に
入
集
し

（
一
）、
時
に
歌
語
や
表
現
の
一
部
と
な
っ
て
同

時
代
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
歌
謡
の
詞
章
が
詠
み
込
ま
れ

た
り
、
歌
謡
を
背
景
に
置
い
て
詠
ま
れ
た
り
し
た
和
歌
を
詳
細
に
見
て
い

く
こ
と
で
、
そ
の
下
敷
き
と
な
っ
た
歌
謡
を
当
時
の
歌
人
が
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
文
学
的
興
味
を
持
っ
て
い
た
か

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
二
）。

こ
の
よ
う
な
短
歌
型
和
歌
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
歌
謡
と
、
そ
の
詞
章

に
見
ら
れ
る
単
語
・
表
現
に
い
ち
早
く
注
目
し
た
の
が
顕
昭
で
あ
っ
た
。

顕
昭
は
、
院
政
期
歌
壇
の
中
心
に
あ
っ
た
六
条
藤
家
の
歌
人
に
し
て
歌

学
者
で
あ
る
。
彼
は
古
今
集
注
や
『
袖
中
抄
』
等
、
自
ら
の
歌
学
書
の
中

で
歌
謡
に
関
連
す
る
を
話
題
を
取
り
上
げ
た
。
と
く
に
晩
年
の
述
作
で
あ

る
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
歌
謡
関
連
記
事
は
、
前
時
代
の
歌
人
源
俊
頼

ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

（
三
）、
質
・
量
と
も
に
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
る
。
顕
昭
歌
学
は
六
条
藤
家
の
み
な
ら
ず
、
院
政
期
か
ら
鎌

倉
初
期
の
歌
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
御
子
左
家
の
定
家
も
、
顕
昭

の
古
今
集
注
に
補
注
を
加
え
、
『
顕
註
密
勘
』
を
著
し
て
い
る
。
顕
昭
歌

学
に
お
け
る
歌
謡
関
連
記
事
か
ら
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
歌
壇
に

お
け
る
歌
謡
に
対
す
る
興
味
や
理
解
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。『
袖
中
抄
』
を
含
め
、
顕
昭
歌
学
に
関
す
る
研
究
は
既
に
数
多
い
。
歌

謡
研
究
に
お
い
て
も
、
『
袖
中
抄
』
の
催
馬
楽
関
連
記
事
に
つ
い
て
は
既

に
小
野
恭
靖
氏
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
あ
る

（
四
）。
だ
が
、
神
楽
歌
・
風

俗
歌
等
に
つ
い
て
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
ま
ま
だ
。
そ
こ
で
本
論
で
は
と
く

に
『
袖
中
抄
』
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
は
同
著
に
お
け
る
平
安
期
歌
謡
関
連

記
事
全
体
を
俯
瞰
す
る
。
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一
、
顕
昭
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
歌
謡
関
連
記
事
と
そ
の
問

題
点

顕
昭
『
袖
中
抄
』
は
、
注
釈
す
る
歌
語
を
項
目
名
に
立
て
、
こ
れ
を
含

む
代
表
歌
を
冒
頭
に
挙
げ
て
、
先
行
す
る
歌
学
書
の
説
を
引
用
・
整
理
し

つ
つ
、
そ
の
上
に
顕
昭
の
説
を
展
開
す
る
。
『
袖
中
抄
』
全
二
十
巻
二
百

九
十
八
項
目
に
は
、
合
わ
せ
て
三
十
四
項
目
四
十
八
首
（
重
出
四
首
）
の

歌
謡
関
連
記
事
が
見
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
三
十
四
項
目
を
表

と
し
て
ま

1

と
め
た
。

ま
ず
、
巻
数
、
項
目
番
号
、
『
袖
中
抄
』
に
お
け
る
項
目
名
を
掲
出
す

る
。
さ
ら
に
、
「
歌
謡
の
種
類
」
、
「
歌
謡
の
曲
名
」
と
し
て
、
引
用
さ
れ

る
歌
謡
の
種
類
と
曲
名
を
上
げ
る
。
な
お
、『
古
今
和
歌
集
』（
以
下
、
適

宜
「
古
今
集
」
と
略
称
す
る
）
巻
第
二
十
、『
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、「
拾

遺
集
」
）
巻
第
十
か
ら
の
引
用
に
関
し
て
も
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
こ
れ
ら

が
特
定
で
き
る
よ
う
同
項
に
記
し
た
。
ま
た
、
各
項
目
の
冒
頭
歌
に
引
か

れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
「
冒
頭
歌
」
の
項
に
「
○
」
を
記
し
た
。「
他

の
和
歌
集
へ
の
収
録
（
類
歌
含
む
）
」
に
つ
い
て
は
、
引
用
さ
れ
た
歌
謡

の
詞
章
に
つ
い
て
、『
萬
葉
集
』
、『
古
今
和
歌
六
帖
』（
以
下
、
「
六
帖
」）

や
私
家
集
へ
の
収
録
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
出
典
に
関
す
る
記
述
」

に
は
、
顕
昭
が
歌
謡
の
詞
章
や
関
連
記
事
を
何
か
ら
引
用
し
た
か
、
出
典

に
関
わ
る
記
述
が
本
文
中
に
あ
れ
ば
こ
れ
を
引
い
た
。
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れ
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れ
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れ
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冒
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冒
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冒
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冒
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他他 他他
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和
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集
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集

和
歌
集

和
歌
集
へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
収
録
収
録
収
録

収
録
（（ （（
類
歌
含

類
歌
含

類
歌
含

類
歌
含
むむ むむ
）） ））
出
典
出
典
出
典

出
典
にに にに
関関 関関
す
る
す
る
す
る

す
る
記
述
記
述
記
述

記
述

1111

一

4

ヒ
ヂ
カ
サ
ア
メ

催
馬
楽

呂
・
妹
之
門

萬
葉
集

・
古
今
和
歌
六
帖

催
馬
楽
妹
門
歌
云

2222

二

20

イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ
サ
シ

古
今
二
十

東
歌
・
相
模
歌

・
一
〇
九
四

○
古
今
和
歌
六
帖

風
俗
歌

こ
ゆ
る
ぎ

3333

二

20

イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ
サ
シ

神
楽
歌

朝
倉
・
或
説
・

本
考
古
神
楽
　

朝
蔵
本
歌
云

4444

三

30

カ
タ
チ
ノ
ヲ
ノ

催
馬
楽

呂
・
藤
生
野

催
馬
楽

ニ

5555

四

50

カ
ハ
ヤ
シ
ロ

神
楽
歌

北
御
門
の

御
神
楽
・
本
末

○
貫
之
集

・
古
今
和
歌
六
帖

コ
レ
ハ

神
楽
ノ
譜

ニ
夏
神
楽
ト
云
事
ア
リ

6666

五

52

ミ
ヤ
ビ

神
楽
歌

大
直
・
本

或
人
云

　
神
楽
譜
大
直
哥
云

7777

六

64

ク
メ
ヂ
ノ
ハ
シ

神
楽
歌

朝
倉
・
或
説
・
末

古
今
和
歌
六
帖

神
楽
譜
云

8888

六

65

カ
ヘ
シ
モ
ノ

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・

返
し
物
の

歌
・

一
〇
八
一

古
今
神

ア
ソ
ビ
ノ
哥
ノ
中
ニ
（
中
略
）
カ
ヘ
シ
モ
ノ
ヽ
ウ
タ
ニ
ハ

催
馬
楽

律
・

青
柳

9999

六

65

カ
ヘ
シ
モ
ノ

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・
返
し

物
の

歌
・
一
〇
八
二

古
今
和
歌
六
帖

催
馬
楽

呂
・
真
金
吹

10101010

六

65

カ
ヘ
シ
モ
ノ

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・

返
し

物
の

歌
・
一
〇
八
三

催
馬
楽

呂
・

美
作
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11111111

六

65

カ
ヘ
シ
モ
ノ

神
楽
歌

朝
倉
・
本
末

神
楽
譜
云
　

朝
闇
吹
返
催
馬
楽
拍
子
云
々
 
[
改
行
]
 
或
本
云

12121212

九

85

シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ

古
今
二
十

東
歌
・
陸
奥
歌
・
一

〇
八
八

○
古
今
和
歌
六
帖

13131313

九

85

シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ

古
今
二
十

東
歌
・
陸
奥
歌
・
一

〇
八
九

古
今
和
歌
六
帖

同
卿
（

教
長
）
云

風
俗
歌

陸
奥
風
俗

14141414

九

88

や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・

採
物
の
歌
・
一
〇

七
六

○
古
今
和
歌
六
帖

此
哥
ハ

古
今
集
カ
ミ
ア
ソ
ビ
ノ
哥
中
ニ
ト
リ
モ
ノ
ヽ
哥
也

15151515

九

88

や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら

神
楽
歌

葛
・

本
古
今
和
歌
六
帖

神
楽
譜

ニ
ハ
取
物
中
ニ
葛

ア
リ
　
本
ニ
ハ
此
哥
ヲ
カ
ケ
リ
　
但

16161616

九
88

や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら

神
楽
歌

庭
火
・
本
末

古
今
和
歌
六
帖

近
代
ハ
不
用
葛
哥
庭
火
ニ
用
　

此
後
哥
本
末
共
用
之

17171717

十

98

オ
ホ
ヨ
ソ
ゴ
ロ
モ

神
楽
歌

宮
人
／
和
舞
哥

・
本
末

○
是
ハ
神
楽
ノ
宮
人
ノ
歌
也

18181818

十

106

コ
ト
ハ
タ
ナ
ヽ
リ

催
馬
楽

呂
・
葦
垣

催
馬
楽
歌
云

19191919

十

108

ヨ
コ
ホ
リ
セ
ル
　
ケ
ヽ
レ
ナ
ク
　

サ
ヤ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ

古
今
二
十

東
歌
・
甲
斐
歌

・
一
〇
九
七

○
風
俗
歌

甲
斐

20202020

十

110

ノ
ナ
カ
ノ
シ
ミ
ヅ
　
オ
ボ
ロ
ノ
シ

水
　

セ
ガ
ヰ
ノ
シ
水

神
楽
歌

杓
・
本

古
今
和
歌
六
帖

神
楽
取
物
中
ニ
杓
哥

21212121

十
一

117

シ
デ
ノ
タ
ヲ
サ

催
馬
楽

呂
・
妹
之
門

萬
葉
集

・
古
今
和
歌
六
帖

催
馬
楽
哥
云

22222222

十
一

118

サ
ヽ
ナ
ミ

神
楽
歌

細
波
・
本

神
楽
ノ

篠
波
哥
云

23232323

十
二

122

イ
ナ
フ
ネ
　
モ
ガ
ミ
ガ
ハ

古
今
二
十

東
歌
・
陸
奥
歌
・
一

〇
九
二

○
古
今
和
歌
六
帖

風
俗
歌

出
羽
風
俗

24242424

十
三

129

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ

神
楽
歌

日
霊
女
歌
・
本

○
是

ハ
神
楽
ノ
ヒ
ル
メ
ノ
哥
也

25252525

十
三

129

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・

日
霊
女
歌
・
一
〇
八
〇

古
今
ノ

神
楽
哥
ノ

中
ノ
ヒ
ル
メ
ノ
哥

ニ
ハ

26262626

十
三

129

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ

神
楽
歌

日
霊
女
歌
・
末

古
今
和
歌
六
帖

神
楽
譜
ノ
末
哥
ニ
ハ

拾
遺
十

神
楽
歌

27272727

十
三

130

サ
イ
バ
リ

神
楽
歌

榛
・

本
末

○
コ
レ
ハ

神
楽
ノ
前
張
哥
也

拾
遺
十

神
楽
歌

28282828

十
三

132

ナ
ラ
ノ
ワ
ギ
ヘ

催
馬
楽

呂
・
我
家

催
馬
楽

ニ
吾
家
ト
イ
フ
哥
ヲ
バ
ワ
イ
ヘ
ン
ト
イ
フ
　
其
哥
云

29292929

十
三

141

タ
ノ
シ
キ
ヲ
ツ
メ

古
今
二
十

大
歌
所
御
歌
・

大
直
日
の
歌
・
一

〇
六
九

○
古
今
第
廿
巻
　
大
哥
所
御
哥
ノ
中
ニ
オ
ホ
ナ
ホ
ビ
ノ
哥

ト
テ
イ
レ
リ

催
馬
楽

呂
・

新
年

30303030

十
四

155

ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ

風
俗
歌

小
車

風
俗
小
車
哥
云

31313131

十
五

167

コ
ノ
モ
カ
ノ
モ

古
今
二
十

東
歌
・
常
陸
歌

・
一
〇
九
五

○
此
哥
ハ

古
今
ア
ヅ
マ
ウ
タ
ノ
中
ノ
常
陸
哥
也

32323232

十
五

167

コ
ノ
モ
カ
ノ
モ

風
俗
歌

筑
波
山

常
陸
国
風
俗
哥
中

ニ

33333333

十
五

168

カ
ヒ
ノ
ケ
ゴ
ロ
モ
　
サ
ラ
ス
テ
ヅ
ク
リ

風
俗
歌

甲
斐
が
嶺

○
是

ハ
風
俗
哥
也
　

号
甲
斐
加
祢
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さ
て
、
表

の
「
歌
謡
の
種
類
」
に
関
し
て
は
、
「
出
典
に
関
す
る
記

1

述
」
欄
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
整
理
し
て
い
る
。

ま
ず
、
勅
撰
集
に
関
連
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
表

の
う
ち

、
、

1

2222

8888

、
、

、
、

、
、
、

、
、

、
、

、
に
引
用

9999

10101010

12121212

13131313

14141414

19191919

23232323

25252525

29292929

31313131

35353535

38383838

39393939

さ
れ
た
歌
謡
十
五
首
に
関
し
て
は
古
今
集
に
、

、
、

に
引
用
さ
れ

26262626

27272727

37373737

た
二
首
に
関
し
て
は
拾
遺
集
に
、
詞
章
が
短
歌
型
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
現
存
す
る
譜
本
等
に
歌
謡
の
形
で
記
さ
れ
た
も
の
が
確
認
で

き
る
の
は
、

、
、

、
、

、
、

、
、

、
、

の
十

2222

8888

9999

10101010

13131313

19191919

23232323

26262626

27272727

38383838

39393939

34343434

十
六

191

シ
ヾ
ネ

催
馬
楽

呂
・
美
濃
山

古
今
和
歌
六
帖

催
馬
楽

ニ

35353535
十
六

203

オ
フ
ノ
ウ
ラ

古
今
二
十

東
歌
・
伊
勢
歌

・
一

〇
九
九

○
古
今
和
歌
六
帖

是
ハ
古
今
東
哥
ノ
中
ノ
伊
勢
哥
也

36363636

十
七

215

イ
ハ
シ
ロ
ノ
マ
ツ
　
タ
ム
ケ
ク
サ

神
楽
歌

篠
・
或
説
・
末

神
楽
歌
篠
哥
云

37373737

十
七

222

ア
マ
ノ
ス
ガ
ソ

神
楽
歌

榊
・
裏
或
本
・

本
古
今
和
歌
六
帖

孫
姫
式
云
（

中
略
）
古
神
哥
也
（
当
該
歌
）
下
句
哥
也

拾
遺
十

神
楽
歌

38383838

十
七

226

ユ
サ
バ
リ

催
馬
楽

律
・

青
柳

孫
姫
式
云
（

中
略
）
（
当
該
歌

）
上
句
歌
也

古
今
二
十

神
遊
び
の
歌
・

返
し

物
の
歌
・
一

〇
八
一

39393939

十
八

243

ス
ヱ
ノ
マ
ツ
ヤ
マ

古
今
二
十

東
歌
・
陸
奥
歌

・
一

〇
九
三

○
風
俗
歌

君
を

措
き
て

40404040

十
九

255

マ
ユ
ト
ジ
メ

催
馬
楽

呂
・

眉
刀
自
女

催
馬
楽
呂
哥

（
当
該
歌
句
）
ト

云
ニ

付
テ
ヨ
メ
ル
也

41414141

私
云
　

或
譜
ニ
此
哥
ノ
ス
ヱ
ヲ
（
当
該
歌
句
）
ト
ウ
タ
ヘ
リ

42424242

十
九

259

ウ
レ
リ
メ

神
楽
歌

酒
殿
歌
・
末

○
是

ハ
神
楽
ノ

酒
殿
ノ
歌
也

43434343

廿

285

ヒ
カ
タ
 
ア
ナ
シ
 
シ
ナ
ド
ノ
風
 コ

ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ

風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ

催
馬
楽

律
・
道
口

催
馬
楽

ニ
コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
ト
云
（

コ
ト
）
ア
リ

44444444

廿

285

ヒ
カ
タ
 
ア
ナ
シ
 
シ
ナ
ド
ノ
風
 コ

ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ

風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ

催
馬
楽

律
・
逢
路

45454545

廿

291

ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ

催
馬
楽

呂
・

石
川

催
馬
楽
云

46464646

廿

292

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ

催
馬
楽

律
・

更
衣

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
ト
ハ
催
馬
楽

ノ
更
衣
ノ
哥
ノ
心
也

47474747

廿

292

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ

風
俗
歌

難
波
振

彼
ノ
縄
振
ノ

風
俗
ニ

48484848

或
本
云

※
便
宜
上
、

小
書
き
の
箇

所
も

本
行
と
同
じ
フ
ォ
ン
ト
で
記

し
て
い
る
。

※
6
・

第
五
巻
（
52
）
「

ミ
ヤ
ビ
」

の
当
該
箇
所
に
関

し
て
は
、
歌
学
大
系
底
本
（
穂
久
邇
文
庫

蔵
飛
鳥
井
雅
章
手
沢
本

）
及

び
学
習
院
大
学
蔵
本
に
の
み
見

ら
れ

る
。

※
1
4
・
1
5
・
1
6
・
第
九
巻
（
8
8
）
「
や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら
」
の
項
目
名
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

※
2
9
・
第
十
三
巻
（
1
4
1
）
「
タ
ノ
シ
キ
ヲ
ツ
メ
」
に
引
用
さ
れ
て
い

る
詞
章
は
奈
良
～
平
安
初
期
の

大
歌
の
譜
本
『
琴
歌
譜
』
に
も
見

ら
れ
る
。

※
4
3
・
第
廿
巻

（
2
8
5）
「
ヒ
カ
タ
 
ア
ナ
シ
 
シ
ナ
ド
ノ
風
 
コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ

風
 
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」

の
引
用
箇
所
は
、
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄

の
校

本
と
研
究
』

（
一
九
八
五
年
二
月
　
笠
間
書
院
）
の
底
本
で
あ
る
文
化
庁
蔵
（
い
わ
ゆ
る
高
松
宮
本
）
『
袖
中
抄
』
に

の
み
見

ら
れ
る

。

※
4
0
・
第
十
九
巻
(
25
5
)
「
マ
ユ
ト
ジ
メ
」
、
4
6
・
第
廿
巻
(
2
9
2)
「

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
」
に
は
同
じ
曲
の
詞
章
が
二
回
引
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
引
用
順
に
引
用
の
様
子
を
記
し
た
。
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一
首
（
詞
章
の
成
立
は
奈
良
時
代
と
見
ら
れ
る
が
、
平
安
初
期
写
の
『
琴

歌
譜
』
も
含
め
る
な
ら

も
含
め
て
十
二
首
）
で
あ
る
。

29292929

さ
て
、
右
の
古
今
集
所
収

、
、

、
、

、
、

、
に
関

8888

9999

10101010

14141414

25252525

29292929

31313131

35353535

し
て
は
、
「
出
典
に
関
す
る
記
述
」
に
引
用
し
た
通
り
、
『
袖
中
抄
』
の
記

事
に
古
今
集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
拾

遺
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
、

に
関
し
て
は
、
神
楽
歌
の
譜
本
や
そ

26262626

27272727

の
知
識
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
拾
遺
集
か
ら
の
引
用
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
、

、
に
関
し
て
は
、
他
の
注
釈
書
等

13131313

37373737

38383838

か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
あ
る
。

た
と
え
ば

の
風
俗
歌
引
用
箇
所
は
藤
原
教
長
の
古
今
集
注
（
以
下
、

13131313

「
教
長
古
今
集
注
」
）
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
歌
を
含
む

箇
所
を
次
に
掲
出
す
る
（
以
下
、
引
用
歌
に
付
け
た
番
号
は
表

の
掲
出

1

番
号
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
記
号
は
そ
の
他
の
引
用

歌
に
付
し
た
。
な
お
、
引
用
本
文
中
の
傍
線
等
は
、
強
調
の
た
め
、
私
に

付
し
た
）
。

ミ
チ
ノ
ク
ハ
イ
ヅ
ラ
ハ
ア
レ
ド
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
ツ
ナ

デ
カ
ナ
シ
モ

…
…

12121212

（
中
略
）

教
長
卿
云
ミ
チ
ノ
ク
ニ
ヽ
カ
ク
テ
ア
レ
ド
ワ
レ
ヲ
バ
ヒ
ク
人

モ
ナ
シ

マ
ガ
キ
ノ
シ
マ
ノ
ツ
ナ
デ
ノ
ヤ
ウ
ニ
モ
ヒ
カ
レ
ネ
バ

ソ
レ
ヲ
ミ
ル
カ
ナ
シ
ト
ヨ
メ
ル
也

コ
レ
モ
イ
カ
ヾ
ハ
ベ
ル
ベ
カ
ラ
ン
ツ
ナ
デ
カ
ナ
シ
ト
コ
ソ
ヨ
ミ

タ
レ

ツ
ナ
デ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ヒ
カ
レ
ズ
ト
コ
ヽ
ロ
フ
ベ
カ
ラ
ズ

ワ
ガ
セ
コ
ヲ
ミ
ヤ
コ
ニ
ヤ
リ
テ
シ
ホ
ガ
マ
ノ
マ
ガ
キ
ノ
シ
マ
ノ

マ
ツ
ゾ
コ
ヒ
イ
キ

…
…

（
シ
）

13131313

同
卿
云

マ
ガ
キ
ノ
シ
マ
ノ
松
ニ
ヨ
セ
テ
ヨ
メ
ル
也

マ
ガ
キ

ノ
シ
マ
ハ
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ヲ
キ
也

（
袖
中
抄

巻
第
九

シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
）

85

『
袖
中
抄
』
巻
第
九

「
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
」
項
目
の
冒
頭
歌
で
あ
る

85

（
古
今
集
一
〇
八
八
番
歌
）
、
そ
し
て
今
問
題
に
し
て
い
る

（
古
今

12121212

13131313

集
一
〇
八
九
番
歌
）
は
い
ず
れ
も
古
今
集
巻
第
二
十
所
収
歌
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
ら
の
注
釈
箇
所
は
教
長
古
今
集
注
の
欠
脱
部
に
あ
た
り
、
突
き

合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

に
つ
い
て
の
教
長
注

12121212

と
に
つ
い
て
の
教
長
注
の
間
に
挟
ま
れ
た
箇
所
（
上
に
括
弧
を
付
し
た

13131313

部
分
）
は
教
長
注
に
対
す
る
顕
昭
の
反
駁
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

の
出

13131313

典
が
教
長
古
今
集
注
に
よ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
一

方
で
教
長
古
今
集
注
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

な
お
、

の
風
俗
歌
は
、
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
写
の
譜
本
『
承
徳

13131313

本
古
謡
集
』
に
「
陸
奥
風
俗
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詞
章
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

我
が
夫
を

京
へ
や
り
て

鹽
竈
の

籬
の
島
の
ま
つ
ぞ
わ
び

わ
せ
な

み
や
こ

し
ほ
が
ま

ま
が
き

し
ま

し
き

（
承
徳
本
古
謡
集

陸
奥
風
俗
）

一
方
、
古
今
集
一
〇
八
九
番
歌
に
関
し
て
は
、
第
一
句
を
「
わ
が
せ
こ

を
」
、
第
五
句
を
「
ま
つ
ぞ
こ
ひ
し
き
」
と
す
る
本
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
五
）。

現
存
資
料
の
み
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、

の
風
俗
歌
の
詞
章
は
古
今
集

13131313

の
本
文
に
近
い
と
い
え
る
。

ま
た
同
様
に
、
の
神
楽
歌
・
鍋
島
家
本
裏
書
・
或
本
の
「
榊
」
本
歌
、

37373737
の
催
馬
楽
「
青
柳
」
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
孫
姫
式
か
ら
の
引
用
の

38383838
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可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
、

に
関
し
て
、
『
袖
中
抄
』
引
用
箇
所
と
、
引
用
さ
れ
て
い
る

37373737

神
楽
歌
「
榊
」
本
歌
の
詞
章
と
、
拾
遺
集
の
所
収
歌
を
掲
出
す
る
。

ナ
カ
ト
ミ
ノ
ア
マ
ノ
ス
ガ
ソ
ヲ
タ
ツ
ミ
ソ
キ
イ
ノ
リ
シ
カ
ミ
ハ
ケ
フ

ノ
タ
メ
コ
ソ

…
…
Ａ

シ
ニ
或

顕
昭
云

ア
マ
ノ
ス
ガ
ソ
ト
ハ

ア
マ
ハ
天
也

ス
ガ
ソ
ハ
ス
ガ

ハ
菅
也

ソ
ハ
麻
也
（
中
略
）

ス
ゲ

孫
姫
式
云

裂
菅
麻
而
祷
○

終
得
楽
於
今
日

掛
木
綿
而

サ
イ
テ
ス
ガ
ソ
ヲ

ル
神
ニ

ビ
ヲ

ニ
カ
ケ
テ
ユ
フ
ヲ

祠
社

未
知
起
於
誰
世

一
共
古
神
哥
也

マ
ツ
ル
ニ

ダ
シ
ラ
リ
ヲ

ガ
ト

サ
カ
キ
バ
ニ
ユ
フ
ト
リ
シ
デ
ヽ
タ
ガ
ヨ
ニ
カ
神
ノ
イ
ガ
キ
ヲ
イ
ハ

ヒ
ソ
メ
ケ
ム

…
…

37373737

下
句
哥
也

（
袖
中
抄
巻
第
十
七

ア
マ
ノ
ス
ガ
ソ
）

222

榊
葉
に

木
綿
取
り
垂
で
て

誰
が
世
に
か

神
の
御
室
を

斎
ひ

そ
め
け
む

（
神
楽
歌
或
本
榊
木
歌
（
鍋
島
家
本
裏
書
））

榊
葉
に
ゆ
ふ
し
で
か
け
て
誰
が
世
に
か
神
の
御
前
に
斎
ひ
そ
め
け
ん

（
拾
遺
集

巻
第
十

神
楽
歌

五
七
六
番
歌
）

第
二
句
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
袖
中
抄
』
の
引
用
本
文
は
拾
遺
集
よ
り

も
鍋
島
家
本
の
本
文
に
近
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
四
句
の
異
同
は
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。

続
い
て
、

の
引
用
箇
所
と
、
用
い
ら
れ
る
催
馬
楽
「
青
柳
」
の
詞
章

38383838

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ム
メ
ガ
エ
ニ
ユ
サ
バ
リ
シ
タ
フ
ウ
グ
ヒ
ス
ヨ
ム
メ
ノ
ム
ハ
ラ
ニ
シ
リ

ア
ヤ
フ
タ
ヘ

…
…
Ｂ

顕
昭
云

ユ
サ
バ
リ
ト
ハ

ユ
サ
ブ
リ
ト
云
ア
ソ
ビ
ナ
リ

バ
ト

ブ
ト
同
音
也

（
中
略
）

孫
姫
式
云

縫
織
以
笠
憐
錦
羽
之
用
柳
線
鞦
躚
於
枝
恐

ス
ル
ニ

テ
ス
カ
サ
ヲ

レ
ブ
キ
ム
ウ

コ
ト
ヲ
ノ
イ
ト
ヲ
ユ
サ
フ
リ
ス

ニ

鸎
尻
之
刺

梅
針

一

ノ
ノ
サ
ヽ
レ
ム
コ
ト
ヲ

ノ
ハ
リ
ニ

ア
ヲ
ヤ
ギ
ヲ
カ
タ
イ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ヌ
フ
ト
イ
フ
カ
サ

ハ
ム
メ
ノ
ハ
ナ
ガ
サ

…
…

38383838

上
句
哥
也

（
袖
中
抄
巻
第
十
七

ユ
サ
バ
リ
）

226

青
柳
を

片
糸
に
縒
り
て

や
お
け
や

鶯
の

お
け
や

鶯
の

縫
ふ
と
い
ふ
笠
は

お
け
や

梅
の
花
笠
や

（
催
馬
楽
律

青
柳
）

な
お
、
古
今
集
一
〇
八
一
番
歌
は
第
四
句
を
「
ぬ
ふ
て
ふ
」
と
す
る
本

と
「
ぬ
ふ
と
い
ふ
」
と
す
る
本
に
分
か
れ
て
お
り

（
六
）、

の
「
青
柳
」

38383838

の
詞
章
が
古
今
集
に
近
い
か
、催
馬
楽
譜
本
に
近
い
か
は
判
断
で
き
な
い
。

さ
て
、

、
の
詞
章
引
用
本
文
の
前
に
「
孫
姫
式
云
」
と
あ
る
が
、

37373737

38383838

こ
の
引
用
箇
所
が
ど
こ
ま
で
か
か
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す

る
孫
姫
式
に
も
当
該
箇
所
の
記
述
は
見
え
ず
、

、
の
詞
章
が
孫
姫
式

37373737

38383838

か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
断
定
は
で
き
な
い
。
こ
の
と
き
、

、
の
詞
章

37373737

38383838

引
用
本
文
の
後
に
あ
る
「
下
句
哥
也
」
、「
上
句
哥
也
」
は
、
同
項
目
の
冒
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頭
歌
Ａ
・
Ｂ
を
本
歌
・
末
歌
と
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
「

は
末

37373737

歌
で
あ
る
」
、「

は
本
歌
で
あ
る
」
と
解
釈
で
き
る
。
実
際
に
Ａ
を
本
歌
、

38383838

を
末
歌
と
す
る
よ
う
な
譜
本
や

を
本
歌
、
Ｂ
を
末
歌
と
す
る
よ
う
な

37373737

38383838

譜
本
は
現
存
し
な
い
た
め
想
像
の
域
を
出
な
い
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
考

え
た
場
合
、
短
歌
型
の
Ａ
と
、

と
Ｂ
を
本
末
の
一
組
の
歌
謡
と
し
て

37373737

38383838

捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

、
は
催
馬
楽
と
い
う
歌
謡
と
し
て
引
用
さ

37373737

38383838

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
残
る

、
、

、
、

に
関
し
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の

2222

12121212

19191919

23232323

39393939

五
首
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
各
項
目
の
冒
頭
歌
で
あ
り
、
か
つ
、
出
典
に

関
す
る
記
述
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

顕
昭
は
『
袖
中
抄
』
に
先
行
文
献
を
引
用
す
る
際
に
は
基
本
的
に
出
典

を
記
し
て
い
る
。
表

の
四
十
八
首
に
関
し
て
も
、
引
用
の
出
典
に
関
す

1

る
記
述
が
な
い
の
は
、
、
、
、
、
、
の
六
項
目
に
止
ま
る
。

2222

12121212

19191919

23232323

39393939

44444444
こ
れ
は
項
目
の
冒
頭
歌
で
も
同
様
で
、
、
、
、
、
、
、
、

5555

14141414

17171717

24242424

27272727

29292929

31313131

、
に
つ
い
て
は
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

の
催
馬
楽

33333333

35353535

44444444

「
逢
路
」
は
、
収
め
ら
れ
た
「
ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ
ノ
風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」
の
項
目
（
巻

あ
ふ
み
ぢ

第
廿
）
の
末
尾
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
表
１
の
注

285

に
示
し
た
よ
う
に
文
化
庁
蔵
（
高
松
宮
本
）
『
袖
中
抄
』
に
し
か
見
ら
れ

な
い
。
高
松
宮
本
の
み
の
例
外
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
で
は
、

、
、

、
、

の
引
用
元
は
何
だ
と
考
え
ら
れ

2222

12121212

19191919

23232323

39393939

る
か
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
引
用
箇
所
を
引
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

ま
ず
、

に
関
し
て
は
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
二

「
イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ
サ

2222

20

シ
」
の
冒
頭
歌
と
し
て
「
コ
ヨ
ロ
ギ
ノ
イ
ソ
タ
チ
ナ
ラ
シ
イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ

サ
シ
ヌ
ラ
ス
ナ
オ
キ
ニ
ヲ
レ
ナ
ミ
」
と
当
該
歌
が
引
か
れ
る
。
次
に
「
顕

昭
云
」
と
し
て
「
メ
サ
シ
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
説
か
れ
、
散
逸
物
語
の

和
歌
や
教
長
古
今
集
注
の
注
釈
、
神
楽
歌
「
朝
倉
」
本
歌
（

）
、『
奥
義

3333

抄
』
（
下
釈
）
古
今
歌
百
十
五
の
注
釈
、
『
萬
葉
集
』
二
九
三
番
歌
、
『
倭

名
類
聚
抄
』「
笭
箐
」
の
例
を
引
き
な
が
ら
、
「
メ
サ
シ
」
は
人
、
さ
ら
に

言
う
と
海
士
を
指
す
の
だ
と
考
証
す
る
。
教
長
古
今
集
注
や
『
奥
義
抄
』

（
下
釈
）
古
今
歌
百
十
五
の
注
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る

が
、
２２ ２２
が
古
今
集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
。

た
だ
し
、
風
俗
歌
の
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
は
本
来
次
の
よ
う
な
形
の
詞
章
で

あ
る
。小
餘
綾
の
磯
立
ち
な
ら
し

磯
な
ら
し

菜
摘
む
少
女

濡
ら
す

こ
よ
ろ
ぎ

め
ざ
し

な
濡
ら
す
な

沖
に
居
れ

居
れ

波
や

を

濡
ろ
濡
ろ
も

君
が
食
す
べ
き

食
す
べ
き
菜
を
し
摘
み

摘
み
て

ぬ
め

ば
や

（
風
俗
歌
こ
よ
る
ぎ
）

こ
れ
を
短
歌
型
で
収
め
た
の
が
古
今
集
巻
第
二
十
「
東
歌
」
の
「
相
模

歌
」
で
あ
る
。

一
〇

九
四
こ
よ
ろ
ぎ
の
磯
た
ち
な
ら
し
磯
菜
つ
む
め
ざ
し
濡
ら
す
な
沖

に
を
れ
浪

（
古
今
和
歌
集

巻
第
二
十

東
歌

「
相
模
歌
」）

風
俗
歌
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
の
詞
章
の
傍
線
部
を
繋
げ
ば
古
今
集
一
〇
九
四

番
歌
に
な
る
が
、
風
俗
歌
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
か
ら
一
〇
九
四
番
歌
第
三
句
を

形
成
す
る
に
は
や
や
飛
躍
が
あ
る
。

の
詞
章
が
古
今
集
一
〇
九
四
番
歌

2222

に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
点
か
ら
、

は
古
今
集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と

2222

考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に

に
関
し
て
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
九

「
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
」
の

12121212

85
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冒
頭
か
ら
し
ば
ら
く
を
次
に
掲
出
す
る
。

ミ
チ
ノ
ク
チ
ハ
イ
ヅ
ラ
ハ
ア
レ
ド
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
ツ

ナ
デ
カ
ナ
シ
モ

…
…

12121212

顕
照
云
（
中
略
）

（
昭
）

六
帖
ニ
伊
勢
哥

シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
コ
ギ
ツ
ラ
ン
フ
ネ
ノ
オ
ト
ハ
キ
ヽ
シ
ガ
ゴ
ト

ク
キ
ク
ハ
カ
ナ
シ
ナ

コ
レ
モ
此
古
今
ノ
哥
ヲ
オ
モ
ヒ
テ
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ

ホ
ム
ル
心
ト
キ

コ
エ
タ
リ

（
袖
中
抄
巻
第
九

シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
）

85
直
接
の
出
典
表
記
で
は
な
い
が
、
「
コ
レ
モ
此
古
今
ノ
哥
ヲ
オ
モ
ヒ
テ

ヨ
メ
ル
ニ
ヤ
」
と
あ
る
、
「
此
古
今
ノ
哥
」
は
冒
頭
歌

を
指
す
と
考
え

12121212
て
良
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
も
ま
た
古
今
集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

12121212

次
に
、

に
関
し
て
も
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
十

「
ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル

19191919

108

」
の
冒
頭
を
掲
出
す
る
。

ケ
ヽ
レ
ナ
ク

サ
ヤ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ

カ
ヒ
ガ
ネ
ヲ
サ
ヤ
ニ
モ
ミ
シ
カ
ケ
ヽ
レ
ナ
ク
ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル
サ
ヤ

ノ
ナ
カ
ヤ
マ

…
…

19191919

顕
昭
云

ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル
ト
ハ
フ
セ
ル
ト
云
詞
也

或
本
ニ
ク

ヤ
ル
ト
カ
ケ
ル
モ
フ
セ
ル
ト
云
同
詞
也

フ
セ
ル
ト
書
ル
本
モ
ア

レ
ド
ソ
レ
ハ
ア
マ
ネ
カ
ラ
ズ

證
本
ト
オ
ボ
シ
キ
ニ
ハ
コ
セ
ル
ト

カ
ケ
リ（
袖
中
抄

巻
第
十

ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル

）
ケ
ヽ
レ
ナ
ク

サ
ヤ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ

108

こ
の
当
該
歌
と
そ
の
第
四
句
「
ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル
」
に
対
す
る
顕
昭
の

考
証
に
つ
い
て
、
橋
本
不
美
男
ほ
か
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
頭
注
で

は
、
を
古
今
集
か
ら
の
引
用
と
考
え
、
各
伝
本
の
第
四
句
の
異
同
に
つ

19191919

い
て
論
じ
て
い
る

（
七
）。
顕
昭
の
考
注
に
「
證
本
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
合
わ
せ
、
こ
の
理
解
は
妥
当
だ
ろ
う
。
な
お
、
風
俗
歌
「
甲
斐
」
の

同
箇
所
は
「
横
ほ
り
立
て
る
（
『
楽
章
類
語
鈔
』
、
神
宮
文
庫
本
）
」
も
し

よ
こ

た

く
は
「
よ
こ
は
し
り
せ
る
（
承
徳
本
古
謡
集
）
」
と
な
っ
て
お
り
、「
ヨ
コ

ホ
リ
コ
セ
ル
」
、「
ヨ
コ
ホ
リ
フ
セ
ル
」
、「
ヨ
コ
ホ
リ
ク
ヤ
ル
」
の
本
文
を

持
つ
譜
本
は
残
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

に
つ
い
て
も
古
今
集
か
ら
の

19191919

引
用
で
あ
る
と
の
説
を
採
用
し
た
い
。

に
関
し
て
も
、
や
は
り
考
証
の

23232323

中
に
「
證
本
」
の
語
が
見
ら
れ
る
の
で
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

最
後
に
、

に
関
し
て
は
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
八

「
ス
ヱ
ノ
マ
ツ

39393939

243

ヤ
マ
」
の
項
目
の
冒
頭
に
当
該
歌
（

）
「
キ
ミ
ヲ
ヽ
キ
テ
ア
ダ
シ
ゴ
ヽ

39393939

ロ
ヲ
ワ
ガ
モ
タ
バ
ス
ヱ
ノ
マ
ツ
ヤ
マ
ナ
ミ
モ
コ
エ
ナ
ム
」
と
当
該
歌
を
引

用
し
、
以
下
、
「
顕
昭
云
」
と
し
て
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
以
下
、「
後
拾

遺
集
」）
七
〇
五
番
歌
、『
後
撰
和
歌
集
』
七
五
五
番
歌
、
『
奥
義
抄
』
（
下

釈
）
古
今
歌
百
十
四
の
注
釈
等
を
引
用
し
つ
つ
当
該
歌
を
解
釈
し
て
い
る
。

だ
が
、

の
詞
章
本
文
、
顕
昭
の
解
釈
の
い
ず
れ
に
も
、

の
引
用
元
を

39393939

39393939

知
る
手
が
か
り
は
な
い
。

だ
が
、

、
、

、
、
の
五
首
に
は
、
各
項
目
の
冒
頭
歌
で
あ

2222

12121212

19191919

23232323

39393939

り
、
か
つ
、
出
典
に
関
す
る
記
述
が
な
い
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

を44444444

高
松
宮
本
の
み
の
例
外
と
し
て
扱
う
な
ら
ば
、
『
袖
中
抄
』
所
収
の
歌
謡

関
連
項
目
で
こ
れ
ら
の
五
首
の
み
が
出
典
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、

、
、
、

の
四
首
は
い
ず
れ
も
古
今
集
か
ら
の

2222

12121212

19191919

23232323

引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
逆
に
、こ
れ
ら
の
四
首
に
出
典
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
は
、
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敢
え
て
出
典
を
明
記
す
る
ま
で
も
な
く
、
引
用
元
が
明
ら
か
だ
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
四
首
の
い
ず
れ
も
が

古
今
集
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
冒
頭
歌
と
し
て
掲
出
し
、
注
釈
す
べ
き
語

を
内
包
す
る
注
目
度
の
高
い
歌
で
あ
っ
た
た
め
に
、
敢
え
て
出
典
を
記
す

必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

も
古
今

39393939

集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
三
十
四
項
目
四

十
八
首
（
重
出
四
首
）
の
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
の
内
訳
は
、
神
楽
歌
が

十
六
首
、
催
馬
楽
が
十
三
首
（
重
出
二
首
）
、
風
俗
歌
が
五
首
（
重
出
一

首
）
、
さ
ら
に
古
今
集
巻
第
二
十
に
収
め
ら
れ
た
、
歌
謡
に
典
拠
を
も
つ

和
歌
が
十
四
首
（
重
出
一
首
）
で
あ
る
と
し
、
以
後
の
論
を
進
め
る
。

さ
て
、
次
に
表

を
参
照
し
な
が
ら
、
『
袖
中
抄
』
平
安
期
歌
謡
関
連

1

記
事
に
関
す
る
問
題
点
を
整
理
す
る
。

『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
三
十
四
項
目
四
十
八
首
（
重
出
四
首
）
の
平

安
期
歌
謡
関
連
記
事
を
一
覧
し
た
と
き
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
今

集
以
外
か
ら
引
用
さ
れ
た
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
が
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、

風
俗
歌
合
わ
せ
て
二
十
七
項
目
三
十
四
首
（
重
出
三
首
）
に
上
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

『
袖
中
抄
』
全
二
百
九
十
八
項
目
に
対
し
、
二
十
七
項
目
三
十
四
首
（
重

出
三
首
）
と
い
う
数
は
お
よ
そ
一
割
に
止
ま
り
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
袖
中
抄
』
は
歌
学
書
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
な
る
短

歌
型
和
歌
と
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
と
い
っ
た
歌
謡
は
、
音
楽
を

伴
う
か
否
か
、
囃
子
詞
や
繰
り
返
し
の
語
を
含
め
て
表
記
す
る
か
否
か
と

い
っ
た
面
で
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古
今
集
、
拾
遺
集
と
い
っ
た

平
安
時
代
の
勅
撰
集
や
六
帖
の
よ
う
な
私
撰
集
で
は
、
歌
謡
の
詞
章
を
収

め
る
際
に
は
こ
れ
ら
を
短
歌
型
で
採
録
し
た
。
つ
ま
り
、
平
安
初
期
か
ら

既
に
、
古
今
集
等
の
和
歌
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
謡
の
詞
章
は
「
和
歌
」
と

い
う
意
識
の
下
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
九
）。

だ
が
、
顕
昭
は
そ
こ
か
ら
遡
り
、
古
今
集
等
に
入
集
し
た
も
の
以
外
の

歌
謡
を
『
袖
中
抄
』
に
引
用
し
た
。
た
し
か
に
、『
俊
頼
髄
脳
』
、
教
長
古

今
集
注
、
『
奥
義
抄
』
等
、
顕
昭
以
前
の
歌
学
書
で
も
、
古
今
集
等
に
入

集
し
た
歌
謡
同
類
歌
に
関
す
る
注
釈
で
は
、
歌
謡
本
文
を
引
用
す
る
こ
と

は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
歌
謡
に
ま
で
広
く
視
線
を
向
け
て
い

る
と
い
う
点
で
、
『
袖
中
抄
』
の
歌
謡
関
連
記
事
は
歌
謡
研
究
上
見
逃
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
後
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
に
つ
い
て
、

①
ど
の
よ
う
な
知
識
に
基
づ
い
て
著
述
さ
れ
た
の
か
。

②
ま
た
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
と
い
っ
た
歌
謡
ご
と
に
見
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
。

③
顕
昭
が
こ
の
よ
う
に
多
く
の
平
安
期
歌
謡
を
『
袖
中
抄
』
に
引
用
し

た
意
図
と
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

と
い
う
三
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
『
袖
中
抄
』
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
執
筆
の
素
地

平
安
後
期
以
降
、
古
今
集
を
初
め
と
し
た
勅
撰
集
の
注
釈
が
進
む
に
伴

い
、
古
今
集
所
収
の
三
十
六
首
（
仮
名
序
に
一
首
（
六
義
の
歌
の
中
の
い

は
ひ
歌
）
、
巻
第
一
に
一
首
（
五
番
歌
）
、
巻
第
十
七
に
二
首
（
八
九
二
番

歌
、
九
一
三
番
歌
）
、
第
二
十
に
三
十
二
首
）
の
歌
謡
同
類
歌
、
拾
遺
集

所
収
の
十
一
首
の
神
楽
歌
同
類
歌
に
関
し
て
も
、
注
が
施
さ
れ
た
。
顕
昭

自
身
も
古
今
集
・
拾
遺
抄
等
の
注
釈
を
行
っ
て
い
る
。
顕
昭
の
古
今
集
注

（
以
下
、
「
顕
昭
古
今
集
注
」）
は
文
治
（
一
一
八
五
―
一
一
九
〇
）
頃
成
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立
し
た
『
袖
中
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
撰
述
で
、
『
袖
中
抄
』
の
古
今
集

入
集
歌
謡
に
関
す
る
記
事
に
も
こ
れ
ら
と
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

次
に
そ
の
一
例
と
し
て
顕
昭
古
今
集
注
を
引
く
。

マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヤ
マ
ビ
ト
ヽ
ヒ
ト
モ
ミ
ル
ガ
ネ
ヤ
マ

カ
ヅ
ラ
セ
ヨ

…
…
Ｃ

教
長
卿
云
、
マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ノ
山
ハ
所
名
、
コ
ノ
山
ノ
木
ヲ

ト
リ
テ
御
神
楽
ノ
庭
火
ニ
モ
タ
キ
、
諸
社
祭
ニ
モ
タ
テ
マ
ツ
ル
、

主
殿
寮
ノ
沙
汰
ナ
リ
。
此
木
ト
ル
人
ハ
カ
ヅ
ラ
ユ
フ
ト
イ
フ
モ
ノ

ヲ
、
額
ヨ
リ
ウ
シ
ロ
ニ
ヒ
キ
マ
ハ
シ
テ
ユ
ヘ
ル
ナ
リ
。
是
ハ
神
事

ウ
ヤ
マ
ヒ
カ
シ
コ
マ
ル
様
ナ
リ
。
大
方
諸
社
祭
ノ
上
卿
・
辨
ナ
ド

供
神
物
ノ
ト
キ
ハ
、
ミ
ナ
コ
ノ
ユ
フ
ヲ
シ
テ
冠
ノ
額
ヲ
ユ
フ
。
ウ

ヤ
マ
ヒ
カ
シ
コ
マ
ル
ト
テ
カ
ク
ス
ル
ナ
リ
。
帝
モ
神
態
時
ハ
、
御

冠
ヲ
ユ
ハ
セ
オ
ハ
シ
マ
ス
ナ
リ
。
神
態
ト
イ
フ
ハ
、
神
今
食
、
新

嘗
会
祭
ナ
ド
ニ
、
帝
ミ
ヅ
カ
ラ
供
神
物
ヲ
ソ
ナ
ヘ
サ
セ
オ
ハ
シ
マ

ス
ナ
リ
。
近
代
コ
ノ
コ
ト
マ
レ
ナ
リ
。
此
歌
共
ハ
神
楽
歌
ナ
リ
。

取
物
十
首
コ
レ
ガ
ウ
チ
ナ
リ
。
近
代
取
物
四
首
ヲ
ウ
タ
ヘ
リ
。
榊
、

御
幣
、
酌
、
韓
神
ナ
リ
。
マ
タ
薦
枕
、
ソ
ノ
ノ
チ
、
弓
立
、
宮
人
、

コ
レ
ハ
秘
歌
ト
テ
、
八
幡
ノ
二
季
御
神
楽
ニ
ゾ
、
カ
ナ
ラ
ズ
ウ
タ

ヒ
ハ
ベ
ル
。
是
ガ
次
ニ
サ
イ
バ
リ
、
小
サ
イ
バ
リ
、
ハ
ヤ
ウ
タ
、

星
、
其
駒
ナ
ド
ウ
タ
ヘ
リ
。

私
云
、
真
辟
葛
ニ
テ
、
カ
シ
ラ
ヲ
ユ
フ
。
其
ヲ
ヤ
マ
カ
ヅ
ラ
ト

マ
サ
キ
ノ
カ
ヅ
ラ

ハ
云
ナ
リ
。
又
神
楽
譜
ニ
ハ
、
葛
本
歌
云
、

ワ
ギ
モ
コ
ガ
ア
ラ
シ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヤ
マ
ビ
ト
ト
人
モ
シ
ル
ベ
ク
ヤ

マ
カ
ヅ
ラ
セ
ヨ

異
本
ニ
ハ
、
ア
ナ
シ
ノ
山
ト
書
リ
。
但
今
世
不

レ
用

レ
之
。
庭
火
ニ

ハ
、
本
末
ミ
ヤ
マ
ニ
ハ
ア
ラ
レ
フ
ル
ラ
シ
ト
云
歌
ヲ
、
ウ
タ
フ
ト

イ
ヘ
リ
。

〔
頭
注
〕「
葛
本
ト
云
、
以

二
神
楽
譜

一
可

二
考
見

一
。」

（
顕
昭
古
今
集
注

巻
第
二
十

神
遊
び
の
歌

一
〇
七
六
番
歌
）

次
に
、
古
今
集
一
〇
七
六
番
歌
（
Ｃ
）
を
冒
頭
歌
に
引
く
『
袖
中
抄
』

巻
第
九

「
や
ま
か
つ
ら

ゆ
ふ
か
つ
ら
」
の
項
目
か
ら
一
部
抜
粋
す
る
。

（
マ
マ
）

88

マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヤ
マ
ヒ
ト
ヽ
ヒ
ト
モ
ミ
ル
ガ
ナ
ヤ
マ

ネ

カ
ヅ
ラ
セ
ヨ

…
…

14141414

顕
昭
云

此
哥
ハ
古
今
集
カ
ミ
ア
ソ
ビ
ノ
哥
中
ニ
ト
リ
モ
ノ
ヽ
哥

也
ヤ
マ
カ
ヅ
ラ
ト
ハ
カ
グ
ラ
ス
ル
ニ
マ
サ
キ
ノ
カ
ヅ
ラ
ニ
テ
カ

シ
ラ
ヲ
ユ
フ
ヲ
ヤ
マ
カ
ヅ
ラ
ト
イ
フ

（
中
略
）

又
神
楽
譜
ニ
ハ
取
物
中
ニ
葛
哥
ア
リ

本
ニ
ハ
此
哥
ヲ
カ
ケ
リ

但

ワ
ギ
モ
コ
ガ
ア
ラ
シ
ノ
ヤ
マ
ノ
山
ビ
ト
ヽ
人
モ
シ
ル
ベ
ク
ヤ
マ

カ
ヅ
ラ
セ
ヨ

…
…

15151515

マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ノ
山
ハ
大
和
ニ
ア
リ

ワ
ギ
モ
コ
ガ
ア
ラ
シ

ノ
山
ト
ハ
只
ウ
タ
ヒ
ナ
セ
ル
ニ
ヤ

ア
ラ
シ
ノ
山
ハ
山
城
ニ
コ

ソ
ア
レ

大
和
ニ
ハ
キ
コ
エ
ズ

而
近
代
ハ
不
用
葛
哥
庭
火

ニ
用

此
後
哥
末
共
用
之

ミ
ヤ
マ
ニ
ハ
ア
ラ
レ
フ
ル
ラ
シ
ヤ
マ
ト
ナ
ル
マ
サ
キ
ノ
カ
ヅ
ラ

イ
ロ
ヅ
キ
ニ
ケ
リ

…
…

16161616

但
八
幡
御
神
楽
ニ
ハ
取
物
九
ヲ
皆
捧
テ
廻
テ
別
ニ
葛
ヲ
ウ
タ
フ
ト

ナ
ン
申
ス
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（
中
略
）

教
長
卿
云

ア
ナ
シ
ノ
山
ノ
木
ヲ
ト
リ
テ
御
○
楽
神
ノ
庭
火
ニ

モ
タ
キ

諸
社
ノ
祭
ニ
モ
タ
テ
マ
ツ
ル

主
殿
寮
ノ
沙
汰
也

此
木
ト
ル
人
ハ
カ
ヅ
ラ
ユ
フ
ト
云
物
ヲ

ヒ
タ
ヒ
ヨ
リ
ウ
シ
ロ

ニ
ヒ
キ
マ
ハ
シ
テ
ユ
ヘ
ル
也

是
ハ
神
事
ヲ
ウ
ヤ
マ
ヒ
カ
シ
コ

マ
ル
也

オ
ホ
カ
タ
諸
社
ノ
祭
ノ
上
卿
弁
ナ
ド

供
神
物
ノ
時

ハ
皆
コ
ノ
ユ
フ
ヲ
シ
テ
冠
ノ
ヒ
タ
ヒ
ヲ
ユ
フ
ウ
ヤ
マ
ヒ
カ
シ

コ
マ
ル
ト
テ
カ
ク
ス
ル
也

帝
も
神
態
の
時
は
御
冠
を
ゆ
は
せ

を
は
し
ま
す
な

（
十
）
神
態
ト
イ
フ
ハ

神
今
食
新
嘗
会
ナ
ド

ニ
帝
ミ
ヅ
カ
ラ
供
神
物
ヲ
ソ
ナ
ヘ
サ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
也

近
代

コ
ノ
事
マ
レ
也

（
袖
中
抄
巻
第
九

や
ま
か
つ
ら

ゆ
ふ
か
つ
ら
）

88
右
の
よ
う
に
、
傍
線
部
、
波
線
部
、
そ
し
て
括
弧
で
括
っ
た
教
長
古
今

集
注
は
、
顕
昭
古
今
集
注
と
『
袖
中
抄
』
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。『
袖

中
抄
』
の
古
今
集
入
集
歌
謡
に
関
す
る
記
事
は
、
顕
昭
の
古
今
集
注
釈
を

素
地
と
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
め
る
形
で
成
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
顕
昭
は
古
今
集
入
集
歌
以
外
の
歌
謡
に
も

興
味
を
示
し
て
い
る
。
顕
昭
以
前
に
も
、
源
俊
頼
は
古
今
集
注
等
の
中
で

古
今
集
に
入
集
し
て
い
な
い
歌
謡
を
引
用
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
周
縁
歌

謡
に
興
味
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
に
も
引
用

と
い
う
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
顕
昭
は
『
萬
葉
集
』
を
重
視

し
、
歌
謡
に
つ
い
て
も
多
く
引
用
し
た
が
、
こ
の
姿
勢
も
俊
頼
の
影
響
で

あ
る

（
十
一
）。
だ
が
、
顕
昭
の
平
安
期
歌
謡
の
引
用
は
俊
頼
よ
り
も
多
く
、

さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
顕
昭
の
平
安
期
歌
謡
関
連
記

事
の
中
に
は
、
歌
謡
譜
本
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
巻
第
九

「
や
ま
か
つ
ら

ゆ
ふ
か
つ
ら
」
の
項
目
で
も
「
神
楽

88

譜
ニ
ハ
取
物
中
ニ
葛
哥
ア
リ
本
ニ
ハ
此
哥
ヲ
カ
ケ
リ
」
と
し
て
神
楽
歌

の
譜
本
か
ら

の
詞
章
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

15151515

、
は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
楽
歌
の
採
物
の
「
葛
」
の
歌
（

）
と
、
御

か
づ
ら

15151515

16161616

15151515

神
楽
に
先
だ
っ
て
歌
わ
れ
る
「
庭
火
」
の
歌
（

）
で
あ
る
。
波
線
部
は
、

16161616

本
来
採
物
の
歌
と
し
て
御
神
楽
の
中
で
歌
わ
れ
て
い
た
「
葛
」
（

）
が

15151515

「
近
代
」
で
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
御
神
楽
の
す
べ
て
の
曲
に
先
立
っ

て
歌
わ
れ
る
「
庭
火
」
（

）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

16161616

う
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
、
現
存
す
る
平
安
時
代
写
神
楽

歌
譜
本
の
う
ち
、
重
種
本
『
神
楽
歌
』
で
は
採
物
の
歌
の
四
曲
目
に
「
蘰
」

か
づ
ら

の
歌
が
見
え
る
が
、
時
代
の
下
る
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
で
は

「
葛
」
の
歌
は
採
物
九
曲
の
最
後
に
回
さ
れ
、
御
神
楽
の
冒
頭
に
「
庭
燎
」

の
曲
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
記
事
に
つ
い
て
は
古
写
譜
本
に
お

け
る
御
神
楽
の
次
第
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

そ
こ
で
次
に
神
楽
歌
の
採
物
の
「
葛
」（

）
と
「
庭
火
」（

）
の
曲

15151515

16161616

名
お
よ
び
詞
章
を
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
か
ら
掲
出
す
る
。

葛
但
今
世
不
用

本

わ
ぎ
も
こ
が

あ
な
し
の
や
ま
の
や
ま
び
と
に

ひ
と
も
し
る
べ

く
や
ま
か
づ
ら
せ
よ

や
ま
か
づ
ら
せ
よ

末
但
庭
火
唱
之

み
や
ま
に
は

あ
ら
れ
ふ
る
ら
し
と
や
ま
な
る

ま
さ
き
の
か
づ

ら
い
ろ
づ
き
に
け
り

い
ろ
づ
き
に
け
り

庭
燎
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み
や
ま
に
は

あ
ら
れ
ふ
る
ら
し

と
や
ま
な
る

ま
さ
き
の
か
づ

ら
い
ろ
づ
き
に
け
り

い
ろ
づ
き
に
け
り

（
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌

神
楽
歌
』）

『
袖
中
抄
』
の
「
葛
」
の
歌
（

）
に
関
す
る
「
近
代
ハ
不
用
葛
哥
庭

15151515

火
ニ
用
」
と
い
う
記
述
は
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌

神
楽
歌
』
の
「
葛
」

の
曲
名
お
よ
び
「
末
」
の
字
の
下
に
記
さ
れ
た
「
但
今
世
不
用
」
、「
但
庭

火
唱
之
」
と
い
う
注
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
『
袖
中
抄
』
の

記
事
の
素
地
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
顕
昭
古
今
集
注
で
は
、
「
今
世
不

レ

用
レ
之
」
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
鍋
島
家
本
に
近
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

顕
昭
古
今
集
注
の
頭
注
に
「
葛
本
ト
云
、
以

二
神
楽
譜

一
可

二
考
見

一
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
神
楽
歌
関
連
記
事
は
鍋
島
家
本
の
よ
う
な
譜

本
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
表

の
「
出
典
に
関
す
る
記
述
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
次
の
四

1

例
に
関
し
て
も
、
「
譜
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
譜
本
に

基
づ
い
て
書
か
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

カ
ハ
ヤ
シ
ロ
シ
ノ
ニ
オ
リ
ハ
ヘ
ホ
ス
コ
ロ
モ
イ
カ
ニ
ホ
セ
バ
カ
ナ
ヌ

カ
ヒ
ザ
ラ
ム

…
…

5555

顕
昭
云

コ
レ
ハ
神
楽
ノ
譜
ニ
夏
神
楽
ト
云
事
ア
リ

（
袖
中
抄
巻
第
四

カ
ハ
ヤ
シ
ロ
）

50

又
神
楽
譜
云

カ
ツ
ラ
キ
ヘ
ワ
タ
ル
ク
メ
ヂ
ノ
ツ
ギ
ハ
シ
ノ

心
モ
シ
ラ
ズ
イ
ザ
カ
ヘ
リ
ナ
ン

…
…

７７ ７７

（
袖
中
抄
巻
第
六

ク
メ
ヂ
ノ
ハ
シ
）

64

又
神
楽
譜
ノ
末
哥
ニ
ハ

イ
ヅ
コ
ニ
カ
コ
マ
ヲ
ツ
ナ
ガ
ム
ア
サ
ヒ
コ
ガ
サ
ス
ヤ
ヲ
カ
ベ
ノ

タ
マ
ザ
ヽ
ノ
ウ
ヘ
ニ
…
…

28282828

（
袖
中
抄
巻
第
十
三

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
）

129

40404040

私
云

或
譜
ニ
是
哥
ノ
ス
ヱ
ヲ
オ
ホ
キ
ミ
ワ
カ
セ
マ
ユ
ト
ジ
メ
ト

ウ
タ
ヘ
リ

（
袖
中
抄
巻
第
十
九

マ
ユ
ト
ジ
メ
）

255

ま
た
、
次
の
一
例
は
、
歌
謡
の
詞
章
の
引
用
で
は
な
い
が
、
神
楽
歌
の

譜
本
か
ら
「
朝
倉
」
の
曲
の
演
奏
の
仕
方
に
つ
い
て
の
記
述
を
引
用
し
て

い
る
例
で
あ
る
。

ア
ヅ
マ
ゴ
ト
ハ
ル
ノ
シ
ラ
ベ
ヲ
カ
リ
シ
カ
バ
カ
ヘ
シ
モ
ノ
ト
ハ
ヲ
モ

ハ
ザ
リ
ケ
リ

顕
昭
云

此
ハ
中
務
親
王
コ
ト
カ
リ
テ
・
ツ
カ
ハ
ス
伊
勢
ガ
カ
ヘ

（
マ
マ
）

シ

カ
ヘ
シ
テ
モ
ア
カ
ヌ
心
ヲ
ソ
ヘ
ツ
レ
バ
ツ
ネ
ヨ
リ
声
ノ
マ
サ
ル

ナ
ル
ラ
ン

カ
ヘ
シ
モ
ノ
ト
ハ
古
今
神
ア
ソ
ビ
ノ
哥
ノ
中
ニ
ト
リ
モ
ノ
ヽ
ウ
タ

ヒ
ル
メ
ノ
哥

カ
ヘ
シ
モ
ノ
ヽ
哥
ト
ア
ゲ
タ
リ
カ
ヘ
シ
モ
ノ
ヽ
ウ

タ
ニ
ハ

ア
ヲ
ヤ
ギ
ヲ
カ
タ
イ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
鶯
ノ
ヌ
フ
ト
イ
フ
カ
サ
ハ
ム

メ
ノ
ハ
ナ
ガ
サ

…
…

8888

マ
ガ
ネ
フ
ク
キ
ビ
ノ
ナ
カ
山
ヲ
ビ
ニ
セ
ル
ホ
ソ
タ
ニ
ガ
ハ
ノ
ヲ

ト
ノ
サ
ヤ
ケ
サ

…
…

9999
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美
作
ヤ
ク
メ
ノ
サ
ラ
山
サ
ラ
〳
〵
ニ
我
名
ハ
タ
テ
ジ
ヨ
ロ
ヅ
ヨ

マ
デ
ニ

…
…

10101010

今
案
ニ
此
哥
ヲ
ハ
催
馬
楽
哥
ナ
リ

神
楽
譜
云
朝
闇
吹
返
催
馬
楽
拍
子

一

云
々

ア
サ
ク
ラ
フ
キ
カ
ヘ
ス

ニ

或
本
云

ア
サ

ク
ラ

ヤ
キ

ノ
マ

ロ
ド

ノ
ニ

ワ
ガ

ヲ
レ

バ
・

・
・

・
・

ナ
ノ

リ
（
わ
が
を
れ
ば
）

ヲ
シ

ツ
ヽ

ユ
ク

ヤ
タ

レ
…
…

11111111

此
哥
為
御
所
返
哥

一
是
延
喜
廿
一
年
勅
定
也

神
楽
ノ
遊
仕

タ
リ

ノ
カ
ヘ
シ
ウ
タ

ル
時
ハ
榊
音
振
唱

又
云

皇
已
了
掻
返
絲
竹

一
シ
テ
可
仕

二
朝
倉

一
催
堪
能
之
歌

カ
キ
カ
ヘ

ヲ
支

ノ

人
一
ス

ヲ

私
云

朝
倉
ウ
タ
フ
ヲ
バ
ア
サ
ク
ラ
カ
ヘ
ス
ト
云

或
ハ
吹
返
ト

イ
ヒ

或
ハ
掻
返
絲
竹

一
ト
イ
ヘ
リ
或
ハ
催
馬
楽
拍
子
ト
イ
ヘ

ヲ

リ
仍
カ
ヘ
ス
ト
ハ
云
欤

カ
ヘ
ス
ト
云
コ
ト
ハ
其
哥
ヲ
又
ト
テ
カ
ヘ
ス
ヲ
コ
ソ
イ
ヘ
此
返

ハ
フ
ヱ
モ
コ
ト
モ
別
ニ
シ
ラ
ベ
ア
ラ
タ
ム
ル
欤

催
馬
楽
拍
子
ト

云
ニ
テ
シ
リ
ヌ

古
今
ノ
カ
ヘ
シ
モ
ノ
ヽ
哥
ト
云
ハ
多
ハ
催
馬
楽

呂
律
哥
ナ
リ

サ
レ
バ
カ
ヘ
ス
ト
ハ
催
馬
楽
拍
子
ニ
フ
キ
ナ
シ
ヒ

キ
ナ
シ
テ
ア
サ
ク
ラ
ヲ
ウ
タ
フ
ナ
ル
ベ
シ

神
楽
家
ノ
人
ニ
タ
ヅ

ヌ
ベ
シ

今
ノ
哥
ハ
ア
ヅ
マ
ゴ
ト
ヲ
ヽ
ソ
ク
カ
ヘ
ス
ト
テ
カ
ヘ
シ

モ
ノ
ヽ
事
ニ
ヨ
セ
テ
カ
ヘ
サ
ヌ
コ
ト
ヲ
ソ
ヘ
ヨ
メ
ル
ナ
ル
ベ
シ

（
袖
中
抄
巻
第
六

カ
ヘ
シ
モ
ノ
）

65

傍
線
部
に
は
「
神
楽
譜
云
」
と
あ
り
、「
朝
闇
吹
返
催
馬
楽
拍
子

一
」

ア
サ
ク
ラ
フ
キ
カ
ヘ
ス

ニ

の
一
文
は
神
楽
歌
の
譜
本
か
ら
引
用
し
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

波
線
部
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
に
、
「
朝
倉
」
の

曲
名
の
下
に
割
書
で
「
此
哥
為
御
前
返
哥

此
延
喜
廿
一
年
勅
定
也

神

楽
遊
仕

ル

時
ハ

榊
音
振
唱
」
と
注
さ
れ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
二
例
は
、
「
或
本
」
と
の
書
き
方
か
ら
、
譜
本
と
は
限

定
で
き
な
い
が
、
譜
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
資
料
か
ら
の
引

用
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

或
本
云

ア
サ

ク
ラ

ヤ
キ

ノ
マ

ロ
ド

ノ
ニ

ワ
ガ

ヲ
レ

バ
・

・
・

・
・

ナ
ノ

リ
ヲ

（
わ
が
を
れ
ば
）

シ
ツ

ヽ
ユ

ク
ヤ

タ
レ
…
…

11111111

（
袖
中
抄
巻
第
六

カ
ヘ
シ
モ
ノ
）

65

但
或
本
云
ナ
ハ
フ
リ
本

ナ
ハ
ノ
ツ
ブ
ラ
エ
ノ

セ
ナ
ノ

ハ
ル

ナ
レ
バ

カ
ス
ミ
テ
ミ
ユ
ル

ナ
ハ
ノ
ツ
ブ
ラ
エ

末

ツ
ブ
ラ
エ
ノ

セ
ナ
ヤ
ア
キ
ナ
レ
バ

キ
リ
テ
モ
ミ
ユ
ル

ナ
ハ
ノ

ツ
ブ
ラ
エ
…
…

47474747

（
袖
中
抄
巻
第
廿

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
）

292

ま
た
、
次
の
一
例
は
、
催
馬
楽
の
譜
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
よ
う

な
資
料
か
ら
「
眉
止
之
女
」
の
曲
名
の
異
同
に
つ
い
て
引
用
し
て
い
る
例

で
あ
る
。

又
或
本
ニ
此
哥
ヲ
マ
ユ
カ
キ
ト
シ
ト
カ
ケ
リ

（
袖
中
抄
巻
第
十
九

マ
ユ
ト
ジ
メ
）

255

こ
の
よ
う
に
、
顕
昭
は
神
楽
歌
（

、
、
、
等
）
や
催
馬
楽
（

）
、

5555

7777

15151515

28282828

40404040

風
俗
歌
（

）
の
譜
本
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
資
料
を
所
持

47474747

し
、
『
袖
中
抄
』
の
述
作
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
述
の
通
り
、
『
袖
中
抄
』
の
歌
謡
関
連
記
事
執
筆
の
素
地
に
は
、
古
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今
集
等
の
注
釈
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
に
加
え
、
顕
昭
は
神
楽
歌
や
催
馬
楽
、
風
俗
歌
の
譜
本
あ
る
い
は
そ
れ

に
類
す
る
よ
う
な
資
料
を
所
持
し
、
直
接
参
照
、
引
用
し
な
が
ら
、
『
袖

中
抄
』
の
述
作
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
の
歌
謡

ご
と
の
詳
細

そ
れ
で
は
、
次
に
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
に

つ
い
て
、
歌
謡
の
種
類
ご
と
に
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
。

先
述
の
通
り
、
『
袖
中
抄
』
催
馬
楽
関
連
記
事
に
つ
い
て
は
小
野
恭
靖

氏
の
研
究

（
十
二
）
が
あ
る
。
氏
は
、
『
袖
中
抄
』
の
計
十
一
項
目
に
引
用
さ

れ
る
催
馬
楽
十
三
曲

（
十
三
）
に
つ
い
て
調
査
し
、
「
か
な
り
多
く
の
催
馬
楽

が
引
用
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
催
馬
楽
関
連
記

事
に
つ
い
て
、『
袖
中
抄
』
へ
の
引
用
に
お
い
て
は
呂
歌
と
律
歌
で
は
「
呂

歌
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
」
、「
譜
本
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
全
詞
章
が
引
用
さ
れ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
は
三
曲
（
延
べ
四
回
）
で
、
囃
子
詞
や
反
復
箇

所
を
欠
く
程
度
で
主
要
な
詞
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
は

六
曲
（
「
返
し
物
の
歌
」
三
首
も
含
め
れ
ば
九
曲
）
に
の
ぼ
り
、
こ
の
両

者
で
九
割
を
大
き
く
上
回
る
」
こ
と
か
ら
、
「
顕
昭
の
引
用
態
度
の
丁
寧

さ
や
厳
密
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る

（
十
四
）。

さ
ら
に
氏
は
、
『
袖
中
抄
』
催
馬
楽
関
連
記
事
の
催
馬
楽
各
曲
の
先
行

類
歌
に
つ
い
て
、
「
顕
昭
歌
学
の
ひ
と
つ
の
中
核
を
な
す
」
「
『
万
葉
集
』

へ
の
強
い
関
心
」
か
ら
、
『
萬
葉
集
』
と
同
時
代
ま
た
は
直
後
の
時
代
の

詞
章
を
有
す
る
催
馬
楽
へ
の
関
心
へ
と
発
展
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
十
五
）。

ま
た
、
催
馬
楽
出
自
の
歌
語
に
関
し
て
は
、
「
大
嘗
会
風
俗
歌
と
か
か
わ

り
の
深
い
催
馬
楽
詞
章
中
の
地
名
は
、
後
代
和
歌
に
お
け
る
催
馬
楽
受
容

を
通
し
て
、
歌
枕
の
形
成
・
確
立
に
大
き
く
関
与
し
た
と
言
え
る
」
と
し

て
、
「
催
馬
楽
出
自
の
歌
枕
」
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
「
催
馬
楽
出
自
の

歌
語
」
と
し
て
「
マ
ユ
ト
ジ
メ
」
、「
ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ
ノ
風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」
中
の
「
コ

ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
」
、「
ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
」
、「
ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
」
等
を
挙
げ
、

「
俊
頼
、
顕
昭
が
院
政
期
に
先
鞭
を
付
け
た
『
万
葉
集
』
重
視
の
歌
学
は
、

単
に
万
葉
語
の
摂
取
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
催
馬
楽
か
ら
も
歌
語
や
歌
枕
を

創
出
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
十
六
）。
さ
ら
に
、
催
馬

楽
の
歌
謡
と
し
て
の
側
面
に
関
し
て
は
、
『
袖
中
抄
』
中
の
「
催
馬
楽
譜

の
成
立
に
つ
い
て
の
記
事
」
と
し
て
『
袖
中
抄
』
巻
第
一

「
ヒ
ジ
カ
サ

4

ア
メ
」
の
記
事
を
挙
げ
、
「
顕
昭
の
意
識
に
は
」
源
家
流
と
藤
家
流
の
二

派
の
う
ち
「
源
家
流
の
方
が
優
位
を
占
め
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
（
十
七
）。
加
え
て
、
「
『
古
今
集
』
所
収
「
返
し
物
の
歌
」
に
つ
い
て
の
記

事
」
、「
催
馬
楽
の
歌
い
替
え
に
つ
い
て
の
記
事
」
、「
催
馬
楽
詞
章
の
表
記

と
歌
い
く
せ
に
つ
い
て
の
記
事
」
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

（
十
八
）。

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
小
野
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
主
に
神

楽
歌
と
風
俗
歌
の
関
連
記
事
に
注
目
す
る
。
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た

歌
謡
の
多
く
は
語
釈
の
た
め
の
用
例
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
中
に

は
そ
れ
を
超
え
る
は
た
ら
き
を
も
つ
例
も
散
見
さ
れ
る
。

三
―
一

『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
神
楽
歌
関
連
記
事
に
つ
い

て

さ
て
、
『
袖
中
抄
』
に
は
、
神
楽
歌
が
十
三
項
目
十
六
首
引
用
さ
れ
て

い
る
。

宮
廷
で
行
わ
れ
た
御
神
楽
の
ま
と
ま
っ
た
平
安
時
代
写
譜
本
は
、
伝
藤
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原
道
長
筆
『
神
楽
和
琴
秘
譜
』（
十
世
紀
末
―
十
一
世
紀
初
頭
の
写
）
、
伝

源
信
義
筆
『
神
楽
歌
』（
十
一
―
十
二
世
紀
の
写
）
、
八
俣
部
重
種
注
進
『
神

楽
歌
』（
十
二
世
紀
頃
ま
で
の
写
）、
書
写
者
不
詳
、
鍋
島
家
蔵
『
東
遊
歌

神
楽
歌
』（
文
治
年
間
以
前
の
成
立
）
の
四
本
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
譜
本
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
が
少
し
ず
つ
異
な
る
。
そ
こ
で
、『
袖

中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
神
楽
歌
の
収
録
状
況
を
表

に
ま
と
め
た
。

2

表
を
見
る
と
、
『
袖
中
抄
』
が
引
用
し
て
い
る
曲
は
重
種
本
『
神
楽

2

歌
』
や
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
（
十
九
）。
ま
た
、
現
存
資
料
で
は
『
承
徳
本
古
謡
集
』（
地

方
の
神
社
の
神
楽
歌
を
集
め
た
も
の
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
北
御
門
の

御
神
楽
」
の
詞
章
も
引
用
さ
れ
て
い
る
等
、
神
楽
歌
に
関
す
る
顕
昭
の
知

識
は
か
な
り
広
い
。
た
と
え
ば
『
袖
中
抄
』
の
冒
頭
歌
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
歌
謡
の
種
類
を
比
較
す
る
と
、
全
十
五
首
の
う
ち
古
今
集
か
ら
引
用
さ

れ
て
い
る
九
首
に
次
い
で
、
神
楽
歌
が
五
首
を
数
え
る
（

「
カ
ハ
ヤ
シ

5555

ロ
」
、

「
オ
ホ
ヨ
ソ
ゴ
ロ
モ
」
、

「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
、

「
サ
イ
バ

17171717

24242424

27272727

リ
」
、

「
ウ
レ
リ
メ
」
）
。
こ
れ
は
冒
頭
歌
に
と
ら
れ
て
い
る
の
が
一
首

42424242

（
「
カ
ヒ
ノ
ケ
ゴ
ロ
モ

サ
ラ
ス
テ
ヅ
ク
リ

」
）
の
み
の
風
俗
歌
、
冒
頭
歌
に
は

33333333

採
用
さ
れ
て
い
な
い
催
馬
楽
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
（
表

参
照
）
。

1

ま
た
、
『
袖
中
抄
』
に
お
け
る
注
釈
は
、
冒
頭
歌
に
含
ま
れ
る
語
に
対

し
て
加
え
ら
れ
る
の
で
、
神
楽
歌
の
詞
章
を
冒
頭
歌
に
掲
出
す
る
項
目
の

名
に
は
、
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
（

）
、
「
ウ
レ
リ
メ
」
（

）
と
い
っ
た
神
楽

5555

42424242

歌
に
典
拠
を
も
つ
こ
と
ば
が
歌
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
上

代
、
『
古
語
拾
遺
』
の
時
代
か
ら
歌
わ
れ
て
き
た
歌
謡
に
見
ら
れ
る
「
オ

ホ
ヨ
ソ
ゴ
ロ
モ
」（

）、
あ
る
い
は
上
代
の
こ
と
ば
が
神
楽
歌
に
よ
っ
て

17171717

広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」（

）「
サ
イ
バ
リ
」（

）

24242424

27272727

の
よ
う
な
語
も
項
目
名
に
上
が
っ
て
お
り
、
顕
昭
の
神
楽
歌
へ
の
興
味
が
、

『
萬
葉
集
』
等
上
代
作
品
を
重
視
す
る
顕
昭
の
姿
勢
と
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る

（
二
十
）。
ま
た
、
項
目
の
冒
頭
歌
に
神
楽
歌
の
詞
章
を

直
接
引
用
し
て
い
な
く
て
も
、「
や
ま
か
つ
ら

ゆ
ふ
か
つ
ら
」
の
項
目
の
よ
う
に
、

（
マ
マ
）

神
楽
歌
の
詞
章
が
古
今
集
に
採
録
さ
れ
、
そ
の
古
今
集
歌
（
一
〇
七
六
番

歌
）
が
冒
頭
歌
に
引
か
れ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
歌
語
が
項

目
名
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

さ
て
、
次
に
『
袖
中
抄
』
神
楽
歌
関
連
記
事
に
つ
い
て
、
巻
第
五
「
ミ

62

ヤ
ビ
」
に
引
用
さ
れ
た
神
楽
歌
「
大
宜
」
本
歌
に
関
す
る
箇
所
を
掲
出
す

る
。
こ
の
箇
所
は
、
『
袖
中
抄
』
諸
本
の
中
で
も
歌
学
大
系
底
本
（
穂
久

邇
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
章
手
沢
本
）
及
び
学
習
院
大
学
蔵
本
に
の
み
見
ら
れ

る
本
文
で
あ
る
。

或
人
云

神
楽
譜
大
直
哥
云

カ
グ
ラ
ノ
フ
ニ
オ
ホ
ナ
ヲ

わ
か
け
れ
ば
み
や
び
も
し
ら
ず
ち
ゝ
が
か
た
は
ゝ
が
か
た
と
も

神
ぞ
し
る
ら
ん

…
…

8888

此
歌
の
心
は

わ
か
け
れ
ば
そ
の
振
舞
も
し
ら
ず

ち
ゝ
方
は
ゝ

方
と
神
ぞ
し
る
ら
ん
と
有
に
や

さ
れ
ば
ふ
る
ま
ひ
と
覚
た
り

万
葉
并
輔
親
歌

伊
勢
物
語

世
継
等
詞
は

や
さ
し
と
云
ル
に

や
大
方
体
に
も

閑
は
都
な
り
と
あ
り

都
は
み
や
こ
也

都

詞
は
や
さ
し
き
也

神
楽
歌
の
振
舞
と
お
ぼ
ゆ
る
に
も

や
さ
し

き
心
ニ
た
が
は
ず

み
や
び
た
る
は
都
び
た
る
詞
と
心
得
べ
し

（
袖
中
抄

巻
第
五

ミ
ヤ
ビ
）

52

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た

の
曲
は
、
表

に
あ
る
通
り
、
平
安
期
写
譜
本

8888

2

で
は
重
種
本
に
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
『
袖
中
抄
』
の

当
該
記
事
は
当
時
の
詞
章
を
残
す
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
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表表 表表
２２ ２２
　
『『 『『

袖
中
抄

袖
中
抄

袖
中
抄

袖
中
抄
』』 』』

にに にに
見見 見見
ら
れ

る
ら
れ

る
ら
れ

る
ら
れ

る
神
楽
歌

関
連
記
事

神
楽
歌

関
連
記
事

神
楽
歌

関
連
記
事

神
楽
歌

関
連
記
事

巻巻 巻巻
項
目
番

号
項
目
番

号
項
目
番

号
項
目
番

号
項
目
名

項
目
名

項
目
名

項
目
名

歌
謡

歌
謡

歌
謡

歌
謡
のの のの

曲
名

曲
名

曲
名

曲
名

神
楽
和
琴
秘
譜

信
義
本

重
種
本

鍋
島
家
本
鍋
島
家
本
裏
書

承
徳
本
古
謡
集

3333

二

20

イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ
サ
シ

朝
倉
・
或
説
・
本

○
○

5555

四
50

カ
ハ
ヤ
シ
ロ

北
御
門
の
御
神
楽
・
本
末

○

6666

五

52

ミ
ヤ
ビ

大
直
・
本

○

7777

六

64

ク
メ
ヂ
ノ
ハ
シ

朝
倉
・
或
説
・
末

○

11111111

六

65

カ
ヘ
シ
モ
ノ

朝
倉
・
本
末

○
○

○
○

15151515

九

88

や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら

葛
・
本

○
○

16161616

九

88

や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら

庭
火
・
本
末

○

17171717

十

98

オ
ホ
ヨ
ソ
ゴ
ロ
モ

宮
人
／
和
舞
哥
・
本
末

○
○

○

20202020

十

110

ノ
ナ
カ
ノ
シ
ミ
ヅ
　
オ
ボ
ロ
ノ
シ
水
　
セ
ガ
ヰ
ノ
シ
水

杓
・
本

○
○

○

22222222

十
一

118

サ
ヽ
ナ
ミ

細
波
・
本

○
○

○
○

24242424

十
三

129

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ

日
霊
女
歌
・
本

○
○

26262626

十
三

129

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ

神
楽
歌

○
○

27272727

十
三

130

サ
イ
バ
リ

神
楽
歌

○
○

36363636

十
七

215

イ
ハ
シ
ロ
ノ
マ
ツ
　
タ
ム
ケ
ク
サ

篠
・
或
説
・
末

○

37373737

十
七

222

ア
マ
ノ
ス
ガ
ソ

榊
・
裏
書
・
或
本
・
本

○
○

41414141

十
九

259

ウ
レ
リ
メ

酒
殿
歌
・
末

○

※
便
宜
上
、
小
書
き
の
箇
所
も
本
行
と
同
じ
フ
ォ
ン
ト
で
記
し
て
い
る
。

※
6
・
第
五
巻
（
5
2
）
「
ミ
ヤ
ビ
」
の
当
該
箇
所
に
関
し
て
は
、
歌
学
大
系
底
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
章
手
沢
本
）
及
び
学
習
院
大
学
蔵
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。

※
1
5
・
1
6
・
第
九
巻
（
8
8
）
「
や
ま
か
つ
ら
　
ゆ
ふ
か
つ
ら
」
の
項
目
名
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
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重
種

本
『
神
楽
歌

』（
官
幣
稲

荷
大
社
複
製
）
よ
り

さ
ら
に
、
重
種
本
『
神
楽
歌
』
の
曲
名
は
右
図
の
と
お
り
で
あ
り
、
新

全
集
等
は
「
大
宜
」
と
翻
刻
し
て
い
る

（
二
十
一
）。
だ
が
、
『
袖
中
抄
』
の
傍

線
部
に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲
名
は
「
大
直
」
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
重
種
本
『
神
楽
歌
』
で
は

（
本
歌
）
と
対
に
な
る
末

8888

に
「
皆
人
の

し
で
は
栄
ゆ
る

大
直
毘

い
ざ
我
が
と
も
に

神
の
坂

お
ほ
な
ほ
み

ま
で
」
と
、「
大
直
毘
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
証
左
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
ほ
な
ほ
み

ま
た
、

の
詞
章
に
見
ら
れ
る
「
み
や
び
」
の
語
に
関
す
る
解
釈
も
注

8888

目
さ
れ
る
。
第
二
句
に
見
ら
れ
る
「
み
や
び
」
の
語
に
つ
い
て
、
顕
昭

は
「
や
さ
し
き
」
「
振
舞
」
で
あ
る
と
解
く
。
こ
れ
は
現
代
の
注
釈
書
ま

で
続
く
、
「
み
や
び
」
の
解
釈
に
な
っ
て
い
る

（
二
十
二
）。

こ
の
よ
う
に
、
『
袖
中
抄
』
の
神
楽
歌
関
連
記
事
は
、
神
楽
歌
が
盛
ん

に
歌
わ
れ
た
当
時
の
詞
章
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
院
政
期
の
神
楽
歌
の
曲
名
や
解
釈
の
一
部
を
知
る
こ
と
も
可

能
な
の
で
あ
る
。

三
―
二

『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
風
俗
歌
関
連
記
事
に
つ
い

て

さ
て
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
風
俗
歌
の
詞
章
は
、
巻
第
十
四

155

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
小
車
」
（

）
、
巻
第
十
五

30303030

167

「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
筑
波
山
」（

）、
同
「
カ
ヒ
ノ

32323232

168

ケ
ゴ
ロ
モ

サ
ラ
ス
テ
ヅ
ク
リ

」
に
引
用
さ
れ
た
「
甲
斐
が
嶺
」
（

）
、
巻
第
廿

33333333

292

「
ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
難
波
振
」
（

、
）
の
五
首

47474747

48484848

（
重
出
一
首
）
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
、
項
目
の
冒
頭
歌
に
引
用
さ

れ
、
詞
章
に
含
ま
れ
る
語
が
項
目
名
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
巻

第
十
五

「
カ
ヒ
ノ
ケ
ゴ
ロ
モ

サ
ラ
ス
テ
ヅ
ク
リ

」
に
引
用
さ
れ
た
「
甲
斐
が
嶺
」

168

（
）
の
み
で
あ
る
。

33333333

だ
が
、
古
今
集
巻
第
二
十
に
収
め
ら
れ
た
歌
謡
の
詞
章
に
よ
る
和
歌
を

引
い
た
も
の
十
四
首
（
重
出
一
首
）
の
う
ち
、
風
俗
歌
は
八
首
（
表

の1

、
、
、
、
、
、
、
）
と
約
三
分
の
二
に
上
っ
て
い
る
。

2222

12121212

13131313

19191919

23232323

31313131

35353535

39393939

ま
た
、
そ
の
う
ち
七
首
（

、
、

、
、

、
、

）
は
各
項
目

2222

12121212

19191919

23232323

31313131

35353535

39393939

の
冒
頭
歌
と
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
歌
語
が
、
巻
第
二

20

「
イ
ソ
ナ
ツ
ム
メ
サ
シ
」（

）
、
巻
第
九
「
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
」（

）
、

2222

85

12121212

巻
第
十

「
ヨ
コ
ホ
リ
セ
ル

ケ
ヽ
レ
ナ
ク

サ
ヤ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ
」
（

）
、
巻
第
十
二

「
イ
ナ
フ

108

19191919

122

ネ
モ
ガ
ミ
ガ
ハ

」
（

）
、
巻
第
十
五

「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
」
（

）
、
巻
第
十
六

23232323

167

31313131

「
オ
フ
ノ
ウ
ラ
」
（

）
、
巻
第
十
八

「
ス
ヱ
ノ
マ
ツ
ヤ
マ
」
（

）

203

35353535

243

39393939

の
七
項
目
に
お
い
て
項
目
名
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
残
る
一
首

（
）
は
、
巻
第
九

「
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
」
に
合
わ
せ
て
掲
出
さ
れ
て

13131313

85

い
る
。
古
今
集
巻
第
二
十
に
収
め
ら
れ
た
風
俗
歌
は
「
東
歌
」
の
名
で
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
東
国
の
各
地
の
民
謡
が
集
め
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
巻
第
九

「
シ
ホ
ガ
マ
ノ
ウ
ラ
」
、
巻
第
十

85

二
「
イ
ナ
フ
ネ

モ
ガ
ミ
ガ
ハ

」
の
「
モ
ガ
ミ
ガ
ハ
」、
巻
第
十
六

「
オ
フ
ノ

122

203

ウ
ラ
」
、
巻
第
十
八

「
ス
ヱ
ノ
マ
ツ
ヤ
マ
」
は
、
こ
の
よ
う
な
風
俗
歌

243
か
ら
成
立
し
た
歌
枕
の
例
で
あ
る

（
二
十
三
）。
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さ
て
、
風
俗
歌
の
古
写
譜
本
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
中
心
的
な
古
写

本
と
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
存
在
が
確
認
さ
れ
た
鍋
島
家
本
『
東

遊
歌
風
俗
歌
』
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、『
承
徳
本
古
謡
集
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
二
十
六
曲
は
、
他
の
風
俗
歌
譜
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
も
の

と
見
ら
れ
る
。
残
る
古
写
譜
本
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
は
、
文
治
年
間
に

成
っ
た
と
さ
れ
る
本
の
転
写
本
（
十
四
曲
）
が
『
日
本
歌
謡
集
成
』
第
二

巻
（
二
十
四
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
本
と
し
て
は
江
戸
時
代
写

に
刊
行
さ
れ
た
『
楽
章
類
語
鈔
』
所
収
の
二
十
六
曲
が
あ
り
、
日
本
古
典

文
学
大
系
３
『
古
代
歌
謡
集
』
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
神
宮
文
庫
蔵
賀
茂
真

淵
旧
蔵
本
の
転
写
本
等
と
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
袖
中
抄
』

巻
第
十
四

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
小
車
」（

）、

155

30303030

巻
第
十
五

「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
筑
波
山
」
（

）
、
同

167

32323232

「
カ
ヒ
ノ
ケ
ゴ
ロ
モ

サ
ラ
ス
テ
ヅ
ク
リ

」
に
引
用
さ
れ
た
「
甲
斐
が
嶺
」（

）
、

168

33333333

巻
第
廿

「
ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
」
に
引
用
さ
れ
た
「
難
波
振
」
（

）
の

292

48484848

四
首
の
詞
章
は
、
風
俗
歌
の
最
古
写
本
に
近
い
時
代
に
記
さ
れ
た
本
文
と

し
て
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
。
『
袖
中
抄
』
は
あ
く
ま
で
も
歌
学
書
で
あ

り
、
安
易
に
譜
本
の
本
文
と
同
列
に
し
て
本
文
校
訂
に
用
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
参
照
す
べ
き
資
料
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
既
に
橋
本
不
美
男
ら
の
指
摘
が
あ
る
た
め
詳
し
く
は
触
れ

な
い
が
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
廿

「
ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
」
で
は
、
風
俗
歌

292

「
難
波
振
」
の
詞
章
の
歌
い
替
え
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
（
二
十
五
）。

ま
た
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
四

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
に
引
用
さ
れ

155

た
「
小
車
」
（

）
に
関
し
て
は
、
引
用
さ
れ
た
詞
章
と
現
存
す
る
譜
本

30303030

の
詞
章
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
ノ
ヒ
モ
ヲ
ト
キ
タ
レ
テ
ア
マ
タ
ネ
モ
セ
ズ
キ
ミ

ヒ
ト
リ
ナ
リ

…
…
Ｄ

顕
昭
云

ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
ト
ハ

小
車
ヲ
チ
ガ
ヘ
テ
マ
ロ
ニ

ヲ
グ
ル
マ

テ
文
ニ
ヲ
レ
ル

錦
ナ
リ

（
中
略
）

又
風
俗
小
車
哥
云

ヲ
グ
ル
マ
イ
レ
テ

キ
ノ
ヒ
モ
ト
カ
ム
ヨ
ヒ

ワ
ヲ
シ
ノ
ハ
キ
ヨ
ナ

ワ
レ
シ
ノ
バ
キ
コ

ワ
レ
シ
ノ
バ
キ
ヨ
マ

サ
イ
ホ
テ
ケ
ラ
シ

今
案
ニ
此
哥
ニ
モ
ヲ
グ
ル
マ
ト
イ
ヒ

ヒ
モ
ト
カ
ム
ト
ハ
イ
ヒ
タ

レ
ド

錦
ト
イ
フ
詞
ハ
ナ
シ

若
キ
ノ
ヒ
モ
ト
カ
ム
ヨ
ヒ
ト
ア
ル

ハ
ニ
シ
キ
ノ
ヒ
モ
ト
カ
ム
ヲ
文
字
ノ
落
欤

慥
ニ
本
説
ヲ
可
勘
也

（
中
略
）
月
面
小
車
ト
イ
フ
風
俗
ノ
哥
ハ

イ
マ
ハ
説
タ
エ
タ
リ

ツ
キ
ヲ
モ
ヲ
ク
ル
マ

ト
マ
ウ
セ
バ

ミ
チ
○
人
モ
タ
シ
カ
ニ
不
知
ヤ
ハ
ベ
ル
ラ
ム

ノ

（
袖
中
抄

巻
第
十
四

ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
）

155

小
車
錦
の
紐
解
か
む

宵
入
を
忍
ば
せ
夫

よ
や
な

我
忍
ば
せ

よ
ひ
り

せ

子
我
忍
ば
せ

そ
よ

ま
さ
に
寝
て
け
ら
し
も

月
の
面
を
さ
渡
る
雲
の

ま
さ
や
け
く
見
る

こ
さ
や
け
く
見
る

（
風
俗
歌
小
車
）

『
袖
中
抄
』
巻
第
十
四

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
の
項
目
で
は
、
ま

155

ず
『
日
本
書
紀
』
允
恭
紀
か
ら
Ｄ
の
冒
頭
歌
を
掲
出
し
、
顕
昭
に
よ
る
「
ヲ

グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
の
語
釈
が
説
か
れ
る
。
次
い
で
六
帖
五
九
四
番
歌
、

『
和
歌
童
蒙
抄
』
の
「
錦
」
、『
綺
語
抄
』
の
「
錦
」
の
項
目
を
引
用
し
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
今
案
ニ
」
と
し
て
顕
昭
の
解
釈
が
述
べ
ら
れ
、
次
に

「
風
俗
小
車
哥
云
」
以
下
波
線
部
に
風
俗
歌
「
小
車
」
の
詞
章
を
引
用
す
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る
。
だ
が
、
こ
の
詞
章
は
、
現
存
す
る
風
俗
歌
譜
本
に
見
え
る
「
小
車
」

の
詞
章
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
袖
中
抄
』
が
引
用
し
た
詞
章
に
つ
い
て
は
、
橋
本
不
美
男
ほ
か

著
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
頭
注
に
は
、
歌
学
大
系
本
文
が
最
も
風
俗

歌
の
詞
章
と
近
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る

（
二
十
六
）。
た
し
か
に
該
当
箇
所
の

「
小
車
」
引
用
本
文
を
、
穂
久
邇
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
日
本
歌
学
大
系

所
収
本
文
に
よ
っ
て
掲
出
す
る
と
、
「
を
ぐ
る
ま
に
し
き
の

ひ
も
と
か

む
よ
を
し
の
は
き
よ
な

わ
れ
し
の
ば
き
よ

わ
れ
し
の
ば
き
よ

ま

さ
い
ね
て
け
ら
し
」
と
な
り
、
「
を
ぐ
る
ま
に
し
き
」
の
語
が
冒
頭
に
現

れ
る
。
だ
が
、「
後
文
に
「
錦
ト
イ
フ
詞
ハ
ナ
シ
」
と
す
る
の
に
よ
れ
ば
、

顕
昭
は
下
（
前
出
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
四

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
／

155
稿
者
注
）
に
掲
出
す
る
よ
う
な
本
文
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る

（
二
十
七
）」
。
た
し
か
に
、
「
今
案
ニ
」
以
下
の
二
重
波
線
部
で
顕
昭
は
こ
の

風
俗
歌
に
つ
い
て
触
れ
、
「
錦
ト
イ
フ
詞
ハ
ナ
シ
」
と
書
い
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
と
い
う
語
が
解
釈

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
顕
昭
は
項
目
最
後
の
一

文
で
、
「
月
面
」
や
「
小
車
」
と
い
っ
た
風
俗
歌
は
今
は
歌
わ
れ
な
く
な

っ
て
お
り
、
楽
家
の
人
で
も
正
確
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と

明
か
す
（
二
重
傍
線
部
）
。
当
該
項
目
で
は
、
失
わ
れ
た
歌
謡
の
詞
章
か

ら
「
ヲ
グ
ル
マ
ノ
ニ
シ
キ
」
と
い
う
古
い
歌
語
を
な
ん
と
か
解
釈
し
よ
う

と
す
る
顕
昭
の
試
み
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
古
今
集
巻
第
二
十
を
介
し
て
風
俗
歌
を
引
用
し
た
項
目
に
も
、

風
俗
歌
に
つ
い
て
の
顕
昭
の
言
及
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
袖
中
抄
』
巻

第
十
二

「
イ
ナ
フ
ネ

モ
ガ
ミ
ガ
ハ

」
の
項
目
に
は
、

122

ア
ヅ
マ
哥
カ
ナ
ラ
ズ
シ
モ
帝
ニ
キ
カ
セ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
料
ト
モ
イ
ヒ

ガ
タ
シ

万
葉
ニ
モ
東
哥
オ
ホ
シ

諸
国
ノ
防
人
等
ガ
各
ノ
風
俗
ニ

ツ
キ
テ
オ
モ
ヒ
ヲ
ノ
ブ
ル
也

ナ
ド
ア
ヅ
マ
ノ
防
人
ノ
ミ
ア
リ
テ

西
国
ノ
哥
ハ
ナ
キ
ゾ
ト
ウ
タ
ガ
ハ
シ
キ
ヲ

コ
レ
ハ
調
物
ヲ
大
蔵
省

ニ
モ
テ
イ
リ
テ
ヲ
サ
ム
ル
ア
ヒ
ダ

フ
ル
サ
ト
ヲ
モ
コ
ヒ

タ
ビ
ノ

コ
ヽ
ロ
ヲ
モ
ナ
グ
サ
ム
ト
テ
ヨ
メ
ル
哥
也

風
俗
ト
テ
ウ
タ
フ
モ
同

心
ナ
リ

西
国
ハ
都
督
太
宰
府
ニ
ヲ
サ
メ
テ
防
人
不
上
洛
欤

（
袖
中
抄
巻
第
十
二

イ
ナ
フ
ネ

モ
ガ
ミ
ガ
ハ

）

122

と
あ
り
、
顕
昭
の
「
東
歌
」
観
、
「
風
俗
」
観
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に

は
防
人
は
九
州
で
対
朝
鮮
の
防
御
に
当
た
っ
た
の
で
あ
り
、
防
人
が
「
調

物
ヲ
大
蔵
省
ニ
モ
テ
イ
リ
テ
ヲ
サ
ム
ル
」
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
が
、
東
国
か
ら
税
を
納
め
に
上
洛
し
た
人
々
が
故
郷
を
思
い
、
旅
の
心

を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
歌
っ
た
も
の
が
「
東
歌
」
で
あ
り
「
風
俗
」
で
あ
る

と
い
う
点
は
首
肯
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
袖
中
抄
』
の
風
俗
歌
関
連
記
事
は
、
院
政
期
に
残
っ

て
い
た
風
俗
歌
の
詞
章
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
と

も
に
、
顕
昭
の
、
ひ
い
て
は
院
政
期
の
六
条
藤
家
歌
学
に
お
け
る
「
東
歌
」

観
、
風
俗
歌
観
を
知
る
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

四
、
顕
昭
の
歌
謡
引
用
の
意
図
と
背
景

さ
て
、
で
は
、
顕
昭
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
平
安
期
歌
謡
に
注
目
し
、
『
袖

中
抄
』
に
引
用
す
る
に
至
っ
た
の
か
。

『
袖
中
抄
』
に
は
三
十
四
項
目
四
十
八
首
（
重
出
四
首
）
、
古
今
集
巻

第
二
十
に
収
め
ら
れ
た
歌
謡
の
詞
章
に
よ
る
和
歌
を
引
い
た
も
の
十
四
首

（
重
出
一
首
）
を
除
い
て
も
、
三
十
四
首
（
重
出
三
首
）
の
平
安
期
歌
謡
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関
連
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
各
項
目
の
冒
頭
歌
と
し
て
歌
謡
の

詞
章
を
掲
出
し
、
そ
の
中
の
語
を
項
目
名
に
立
て
て
、
解
釈
を
加
え
て
い

る
の
は
、
表
１
で
い
う
と
こ
ろ
の

、
、

、
、

、
の
六
首
で

5555

17171717

24242424

27272727

33333333

42424242

あ
る
。
ま
た
、

は
項
目
の
冒
頭
歌
で
は
な
い
が
、「
ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風

43434343

シ
ノ
ヽ
ヲ

フ
ヾ
キ
」
と
い
う
複
数
の
項
目
名
の
う
ち
「
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」
の
語
は

43434343

の
詞
章
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
で
こ
れ
に
準
じ
た
も
の
と
し
て
扱
う
。
都

合
、
計
七
首
か
ら
七
語
が
歌
謡
の
詞
章
に
直
接
出
典
を
持
つ
歌
語
と
し
て

項
目
を
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
巻
第
四

「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の
項
目
の
冒
頭
は
次
の
よ
う

50

で
あ
る
。

カ
ハ
ヤ
シ
ロ
シ
ノ
ニ
オ
リ
ハ
ヘ
ホ
ス
コ
ロ
モ
イ
カ
ニ
ホ
セ
バ
カ
ナ
ヌ

カ
ヒ
ザ
ラ
ム

…
…

5555

顕
昭
云

コ
レ
ハ
神
楽
ノ
譜
ニ
夏
神
楽
ト
云
事
ア
リ

ウ
チ
マ
カ

セ
テ
ハ
神
楽
ハ
冬
ス
ル
コ
ト
ヲ

夏
ス
ル
ニ
河
ノ
上
ニ
サ
カ
キ
ヲ

タ
テ

タ
ナ
ヲ
カ
キ
テ
ス
ル
コ
ト
ヽ
ゾ
マ
ウ
ス

貫
之
哥
ニ
モ

ユ
ク
水
ノ
ウ
ヘ
ニ
イ
ハ
ヘ
ル
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
カ
ハ
ナ
ミ
タ
カ
ク
ア

ソ
ブ
ナ
ル
カ
ナ

…
…
Ｅ

又
マ
ヂ
カ
キ
ウ
タ
ナ
レ
ド
多
忠
節
ガ
哥
ニ
モ

ユ
フ
シ
デ
ハ
ナ
ミ
ニ
マ
カ
セ
ヌ
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
サ
カ
キ
ゾ
神
ノ
シ

ル
シ
ナ
リ
ケ
ル

…
…
Ｆ

（
袖
中
抄
巻
第
四

カ
ハ
ヤ
シ
ロ
）

50

冒
頭
に
項
目
名
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の
語
の
出
典
で
あ
る
神
楽
歌
「
北
御

門
御
神
楽
」
本
末
の
詞
章
（
）
を
引
き
、
同
様
に
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の

5555

語
を
用
い
る
貫
之
（
Ｅ
・
陽
明
文
庫
本
『
貫
之
集
』
四
七
三
番
歌
）
、
多

忠
節
（
Ｆ
・
『
続
詞
花
集
』
三
六
二
番
歌
）
の
実
作
歌
を
掲
出
す
る
。

以
後
、
冒
頭
に
掲
出
し
て
い
る
神
楽
歌
「
北
御
門
御
神
楽
」
の
詞
章
（
５５ ５５
）

に
つ
い
て
、「
シ
ノ
ニ
オ
リ
ハ
ヘ
」
、「
ホ
ス
コ
ロ
モ
ナ
ヌ
カ
ヒ
ズ
ト
イ
フ
」

の
語
釈
を
行
う
。
次
に
「
私
案
ニ

ミ
ナ
ヅ
キ
バ
ラ
ヘ
ニ
モ
夏
神
楽
ヲ
バ

ス
ル
ニ
ヤ
」
と
し
て
、
六
月
祓
に
神
楽
を
す
る
様
を
歌
い
、
か
つ
「
カ
ハ

ヤ
シ
ロ
」
の
語
を
用
い
た
大
江
匡
房
の
歌
（
『
匡
房
集
』
七
七
番
歌
・
冷

泉
家
本
『
忠
見
集
』
七
九
番
歌
）
、
侍
従
入
道
静
蓮
の
歌
、
壬
生
忠
見
の

歌
（
西
本
願
寺
本
『
忠
見
集
』
三
八
番
歌
）
を
引
用
し
、
「
コ
レ
ハ
一
定

夏
神
楽
（
ノ
）
コ
ヽ
ロ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

『
綺
語
抄
』
、『
無
名
抄
（
俊
頼
髄
脳
）
』
、『
奥
義
抄
』
、『
和
歌
童
蒙
抄
』、

清
輔
説
等
に
お
け
る
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の
語
釈
を
引
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
引
用
か
ら
は
、
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の
語
が
、
顕
昭
の

時
代
に
は
既
に
解
釈
の
難
し
い
歌
語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
の
難
語
の
出
所
を
示
し
、
解
釈
を
行
う
た
め
に
、
顕
昭
は

「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
の
項
目
を
掲
げ
、
神
楽
歌
の
詞
章
（

）
を
冒
頭
に
引

5555

用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
巻
第
十
四

「
ヲ
グ
ル
マ
ノ

155

ニ
シ
キ
」
に
風
俗
歌
「
小
車
」
を
引
用
し
た
目
的
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
項
目
名
に
挙
げ
た
語
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

の
は
、『
袖
中
抄
』
巻
第
十
三
「
サ
イ
バ
リ
」、
巻
第
十
五

「
カ
ヒ
ノ

130

168

ケ
ゴ
ロ
モ
」
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
第
十
三

「
サ
イ
バ
リ
」

130

で
は
、
顕
昭
は
「
サ
イ
バ
リ
」
の
語
に
つ
い
て
、
「
サ
イ
バ
リ

ハ
ツ
萩

ヲ
云
欤

サ
イ
ハ
前
也

ハ
ツ
ハ
ギ
也
」
と
注
す
る
一
方
で
、
「
又
サ
ヒ

ト
ハ
チ
ヒ
サ
ク
ア
タ
ラ
シ
キ
心
也

若
草
ヲ
サ
ヒ
タ
ヅ
マ
ト
イ
フ
ガ
ゴ
ト

シ
」
と
「
サ
イ
」
の
異
説
も
示
し
、
萬
葉
歌
を
引
用
し
な
が
ら
最
終
的
に

「
初
萩
」
説
に
落
ち
着
く
。
一
方
、
巻
第
十
五

「
カ
ヒ
ノ
ケ
ゴ
ロ
モ
」

168

で
は
、
顕
昭
は
こ
の
語
を
「
ツ
ル
ノ
毛
ノ
白
キ
ニ
ヨ
セ
テ
シ
ロ
キ
衣
ト
云
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欤
」
、
そ
れ
と
も
萬
葉
歌
（
一
九
六
一
番
歌
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
褻

ノ
衣
ト
ヨ
メ
ル
欤
」
と
二
説
を
紹
介
し
、
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。

も
う
一
例
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
三

「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
の
項
目
の

129

冒
頭
を
引
用
す
る
。

イ
カ
バ
カ
リ
ヨ
キ
ワ
ザ
シ
テ
カ
ア
マ
テ
ル
ヤ
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
ヲ
シ
バ

シ
ト
ヾ
メ
ム

…
…

24242424
顕
昭
云

是
ハ
神
楽
ノ
ヒ
ル
メ
ノ
哥
也

古
今
ノ
神
楽
哥
ノ
中
ニ

ヒ
ル
メ
ノ
哥
ニ
ハ

サ
ヽ
ノ
ク
マ
ヒ
ノ
ク
マ
ガ
ハ
ニ
コ
マ
ト
メ
テ
シ
バ
シ
ミ
ヅ
カ
ヘ

コ
ソ
ニ
ダ
ニ
ミ
ム

…
…

（
ヨ
）

25252525

此
哥
ヲ
カ
ケ
リ

又
神
楽
譜
ノ
末
歌
ニ
ハ

イ
ヅ
コ
ニ
カ
コ
マ
ヲ
ツ
ナ
ガ
ム
ア
サ
ヒ
コ
ガ
サ
ス
ヤ
ヲ
カ
ベ
ノ

タ
マ
ザ
ヽ
ノ
ウ
ヘ
ニ

…
…

26262626

サ
レ
バ
ヒ
ル
メ
ノ
神
ト
イ
ハ
ネ
ド
他
ノ
詞
ノ
哥
ヲ
モ
相
具
欤

ア
サ
ヒ
コ
ハ
朝
日
也

或
本
ニ
ハ
ア
マ
ヒ
コ
ト
ア
リ

天
ノ
日
ト

云
欤

ヤ
マ
ビ
コ
ヲ
ア
マ
ビ
コ
ト
イ
フ
ハ
別
事
也

ヒ
ル
メ
ノ
神

ハ
日
神
也
天
照
太
神
ヲ
バ
大
日
孁
貴
ト
申
也

神
楽
ニ
ハ
ア
マ

テ
ル
オ
ホ
ム
神
ヲ
オ
ロ
シ
タ
テ
マ
ツ
レ
バ

神
挙
ト
テ
ア
ゲ
タ
テ

マ
ツ
ル
哥
モ
ア
リ
サ
レ
バ
イ
カ
ナ
ル
ワ
ザ
ヲ
シ
テ
カ

シ
バ
シ
ト

ヾ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
ベ
キ
ト
ウ
タ
フ
ナ
リ

（
袖
中
抄
巻
第
十
三

ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
）

129

こ
こ
で
も
、
冒
頭
に
項
目
名
「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
の
語
の
出
典
で
あ
る

神
楽
歌
「
昼
目
歌
」
本
の
詞
章
（

）
を
引
き
、
続
け
て
、
同
じ
「
昼
目

24242424

歌
」
の
題
を
冠
す
る
古
今
集
一
〇
八
〇
番
歌
（

）
、
神
楽
歌
「
昼
目
歌
」

25252525

末
の
詞
章
（

）
を
掲
出
す
る
。
次
に
、
「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
の
語
に
つ

26262626

い
て
、
「
ヒ
ル
メ
ノ
神
ハ
日
神
也

天
照
太
神
ヲ
バ
大
日
孁
貴
ト
申
也
」

と
自
説
を
述
べ
、
二
重
波
線
部
に
よ
っ
て
こ
の
説
を
強
化
し
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
顕
昭
は
「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
の
語
を
項
目
に
取
り
上
げ
、
語

釈
を
行
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
次
に
引
用
さ
れ
る
、
藤
原
教
長
の
古
今
集

注
の
説
に
異
議
を
唱
え
る
た
め
で
あ
る
。
顕
昭
が
言
う
に
は
、
教
長
古
今

集
注
で
は
「
ヒ
ル
メ
ノ
哥
ハ
大
嘗
会
ニ
米
ヒ
ル
ト
テ
ウ
タ
ヘ
ル
哥
也

メ

ハ
ヨ
ネ
ヒ
ル
女
也

恋
哥
ニ
ヨ
メ
リ

云
々

」
と
述
べ
、
「
ヒ
ル
メ
ノ
哥
」
を

大
嘗
会
で
米
を
つ
き
な
が
ら
女
性
た
ち
が
歌
う
歌
と
解
釈
し
て
い
る

（
二
十
八
）。
こ
の
引
用
に
続
い
て
、
顕
昭
は
「
私
云
」
と
し
て
意
義
を
唱
え

て
い
る
。

つ
ま
り
、
顕
昭
の
時
代
に
は
、
古
今
集
巻
第
二
十
「
昼
目
歌
」
（
一
〇

八
〇
番
歌
）
（

）
の
題
の
意
味
に
異
説
が
生
じ
て
お
り
、
顕
昭
は
そ
れ

25252525

を
正
す
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
ヒ
ル
メ
ノ
カ
ミ
」
と

い
う
項
目
を
掲
げ
、
そ
の
語
の
出
自
で
あ
る
神
楽
歌
「
昼
目
歌
」
の
本
末

（
、

）
を
引
用
・
解
釈
し
て
い
る
。

24242424

26262626

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
は
、
神
楽
歌
や
風
俗
歌
か
ら
発
生
し
た
歌
語
に
は
、

顕
昭
の
時
代
に
既
に
意
味
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
、
顕
昭
は
出
典
で
あ
る

歌
謡
の
詞
章
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
解
釈
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ

る
。一
方
、
催
馬
楽
の
詞
章
に
つ
い
て
は
項
目
の
冒
頭
歌
に
引
用
さ
れ
た
例

こ
そ
な
い
も
の
の
、
催
馬
楽
由
来
の
歌
語
が
項
目
名
に
採
ら
れ
て
い
る
例

は
五
例
見
ら
れ
る
。
次
に
こ
れ
ら
を
掲
出
す
る
。

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
マ
ユ
ト
ジ
メ
ニ
モ
ア
ラ
ネ
ド
モ
キ
ミ
ハ
ミ
マ
ク
サ
ト
リ
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テ
カ
フ
ト
カ

…
…
Ｇ

40404040

顕
昭
云

マ
ユ
ト
ジ
メ
ト
ハ
催
馬
楽
呂
哥

ミ
マ
ク
サ
ト
リ
カ
ヘ

マ
ユ
ト
ジ
メ
ト
云
ニ
付
テ
ヨ
メ
ル
也

イ
フ

ツ
キ

（
袖
中
抄
巻
第
十
九

マ
ユ
ト
ジ
メ
）

255

ア
マ
ギ
リ
ア
ヒ
ヒ
カ
タ
フ
ク
ラ
シ
ミ
ヅ
ク
キ
ノ
ヲ
カ
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
ナ

ミ
タ
チ
ワ
タ
ル

顕
昭
云

ヒ
カ
タ
ハ
坤
風
ナ
リ

ヒ
ツ
ジ
サ
ル
ノ

（
中
略
）

又
催
馬
楽
ニ
コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
ト
云
ア
リ

コ
ト

ミ
チ
ノ
ク
チ
タ
ケ
フ
ノ
コ
フ
ニ
我
ハ
ア
リ
ト
オ
ヤ
ニ
ハ
マ
ウ
シ
タ

ベ
コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
ヤ
…
…

43434343

無
名
抄
云
女
ノ
ス
ヾ
ミ
ア
ヘ
ラ
ン
ナ
ド
ニ
ヨ
ム
ベ
シ

俊
頼
朝
臣

コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
ホ
ノ
メ
カ
セ
ヤ
ヘ
ス
ガ
キ
ヒ
マ
ナ
キ
ヲ
チ
ニ
タ

チ
ヤ
ス
ラ
ヘ
ト

…
…
Ｈ

又
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
ト
云
風
ア
リ

ア
フ
ミ
ヂ
ノ
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
ハ
ヤ
ヒ
カ
ズ
コ
モ
チ
マ
チ
ヤ
セ
ヌ

ラ
ム
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ

…
…

44444444

（
袖
中
抄

巻
第
廿

ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ
ノ
風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
）

285

ナ
キ
ナ
ガ
ス
ナ
ミ
ダ
ニ
タ
ヘ
デ
タ
エ
ヌ
レ
バ
ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
ノ
コ
ヽ

チ
コ
ソ
ス
レ

…
…
Ｉ

顕
昭
云

ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
ト
ハ

催
馬
楽
云

イ
シ
カ
ハ
ノ
コ
マ
ウ
ド
ニ

ヲ
ビ
ヲ
ト
ラ
レ
テ
カ
ラ
キ
ク
ヒ
ス
ル

イ
カ
ナ
ル
ヲ
ビ
ゾ

ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
ノ

ナ
カ
ハ

タ
イ
レ
タ
ル

…
…

45454545

此
哥
ヲ
本
ニ
テ
ハ
ナ
ダ
ノ
ヲ
ビ
ナ
カ
タ
ユ
ト
ハ
ヨ
ム
ナ
リ

古
哥

云
キ
ミ
ガ
セ
シ
ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
ノ
ナ
カ
タ
エ
テ
サ
レ
バ
ゾ
イ
ヒ

シ
ナ
ガ
ヽ
ラ
ジ
ト
ハ
…
…
Ｊ

俊
頼
哥
云
イ
シ
カ
ハ
ヤ

ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
ノ
ナ
カ
タ
エ
バ
コ
マ

ノ
ワ
タ
リ
ノ
ヒ
ト
ニ
カ
タ
ラ
ム

…
…
Ｋ

（
袖
中
抄
巻
第
廿

ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
）

291

ケ
サ
キ
ツ
ル
ノ
ハ
ラ
ノ
ツ
ユ
ニ
ワ
レ
ヌ
レ
ヌ
ウ
ツ
リ
ヤ
シ
ヌ
ル
ハ
ギ

ガ
ハ
ナ
ズ
リ

…
…
Ｌ

顕
昭
云

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
ト
ハ
催
馬
楽
ノ
更
衣
ノ
哥
ノ
心
也

コ
ロ
モ
ガ
ヘ
セ
ム
ヤ

サ
キ
ム
ダ
チ
ヤ

ワ
ガ
キ
ヌ
ハ

ノ
ハ
ラ

シ
ノ
ハ
ラ
ハ
ギ
ノ
ハ
ナ
ズ
リ
ヤ
サ
キ
ム
ダ
チ
ヤ

…
…

46464646

（
袖
中
抄
巻
第
廿

ハ
ギ
ガ
ハ
ナ
ズ
リ
）

292

い
ず
れ
も
、
後
拾
遺
集
一
一
五
九
番
歌
（
Ｇ
）
、『
散
木
奇
歌
集
』
一
一

二
〇
番
歌
（
Ｈ
）、
後
拾
遺
集
七
五
七
番
歌
（
Ｉ
）
、
後
拾
遺
集
三
〇
四
番

歌
（
Ｌ
）
を
引
き
、
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
た
歌
語
の
出
所
と
し
て
催
馬
楽

の
詞
章
を
紹
介
し
て
い
る
（
各
波
線
部
）。
ま
た
、
「
ハ
ナ
ダ
ノ
オ
ビ
」
の

項
目
に
は
、
催
馬
楽
に
由
来
す
る
同
語
を
用
い
た
実
作
例
が
二
例
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
Ｊ
は
引
用
元
不
明
だ
が
、
Ｋ
は
『
散
木
奇
歌
集
』
一
二
九
〇

番
歌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
『
袖
中
抄
』
で
顕
昭
が
紹
介
し
て
い
る
催

馬
楽
に
由
来
す
る
歌
語
は
、
神
楽
歌
に
由
来
す
る
歌
語
に
比
べ
、
平
安
中
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期
以
降
も
詠
作
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
楽
歌

に
由
来
す
る
歌
語
の
よ
う
に
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
少

な
い
。
ま
た
、
催
馬
楽
関
連
記
事
で
は
実
際
の
詠
作
例
を
示
し
て
お
り
、

項
目
に
掲
げ
た
催
馬
楽
に
由
来
す
る
こ
と
ば
を
歌
語
と
し
て
和
歌
に
用
い

よ
う
と
い
う
顕
昭
の
意
図
も
う
か
が
え
る
。
実
際
、
顕
昭
自
身
も
『
六
百

番
歌
合
』
の
詠
作
の
中
で
、
「
カ
ハ
ヤ
シ
ロ
」
と
「
コ
ヽ
ロ
ア
ヒ
ノ
風
」

の
語
を
用
い
て
い
る

（
二
十
九
）。

一
一

一
七
こ
ひ
ご
ろ
も
い
つ
か
ひ
る
べ
き
か
は
や
し
ろ
し
る
し
も
な
み

に
い
と
ど
し
ほ
れ
ぬ

（
六
百
番
歌
合

十
九
番

寄
衣
恋

左
）

九
二

九
こ
こ
ろ
あ
ひ
の
風
い
づ
か
た
へ
ふ
き
ぬ
ら
ん
わ
れ
に
は
ち
ら

す
こ
と
の
は
も
な
し

（
六
百
番
歌
合

十
五
番

寄
風
恋

左
）

先
に
述
べ
た
神
楽
歌
や
風
俗
歌
に
由
来
す
る
難
語
を
解
決
し
よ
う
と
い

う
試
み
も
、
こ
れ
ら
を
歌
語
と
し
て
正
し
く
用
い
よ
う
と
い
う
意
図
に
繋

が
る
だ
ろ
う
。
巻
第
十

「
オ
ホ
ヨ
ソ
ゴ
ロ
モ
」
や
、
巻
第
十
九

「
ウ

98

259

レ
リ
メ
」
の
よ
う
な
神
楽
歌
や
さ
ら
に
古
い
歌
謡
、
も
し
く
は
巻
第
廿

285

「
ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ
ノ
風

シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」
の
「
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
」
の
よ
う
に
催
馬

楽
に
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
語
を
項
目
名
と
し
て
立
て
、
語
釈
を
加
え

る
の
も
、
こ
れ
ら
を
歌
語
と
し
て
用
い
る
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
袖
中
抄
』
で
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
等
に
直
接
出
自

を
持
つ
と
さ
れ
る
七
つ
の
歌
語
の
関
連
記
事
か
ら
は
、
顕
昭
が
こ
れ
ら
の

平
安
期
歌
謡
出
自
の
こ
と
ば
を
正
し
く
理
解
し
、
解
釈
し
よ
う
と
努
め
て

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
元
と
な
る
歌
謡
に
遡
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
歌
語
と
し

て
実
際
の
詠
作
の
中
で
用
い
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
と
い

っ
た
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
に
つ
い
て
整
理
、
一
覧
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
、
①
ど
の
よ
う
な
知
識
に
基
づ
い
て
著
述
さ
れ
た
の
か
、
②
神
楽
歌
、

催
馬
楽
、
風
俗
歌
と
い
っ
た
歌
謡
ご
と
に
見
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

が
見
ら
れ
る
か
、
③
顕
昭
が
こ
の
よ
う
に
多
く
の
平
安
期
歌
謡
を
『
袖
中

抄
』
に
引
用
し
た
意
図
と
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ

い
て
述
べ
た
。

『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
は
、
神
楽
歌
十
六
首
、

催
馬
楽
十
三
首
（
重
出
二
首
）、
風
俗
歌
五
首
（
重
出
一
首
）、
さ
ら
に
古

今
集
巻
第
二
十
に
収
め
ら
れ
た
歌
謡
の
詞
章
に
よ
る
和
歌
を
引
い
た
も
の

十
四
首
（
重
出
一
首
）
を
合
わ
せ
、
計
三
十
四
項
目
四
十
八
首
（
重
出
四

首
）
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
古
今
集
所
収
歌
の
関
連
記
事
に
関
し
て
は
、
『
袖
中

抄
』
執
筆
と
同
時
期
の
古
今
集
注
釈
が
素
地
と
し
て
背
景
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
謡
関
連
記
事
二
十
七
項

目
三
十
四
首
（
重
出
三
首
）
の
出
典
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
は
、
い
ず
れ

の
平
安
期
歌
謡
に
関
し
て
も
顕
昭
が
譜
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
よ
う

な
資
料
を
所
持
し
、
『
袖
中
抄
』
の
述
作
に
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
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こ
れ
ら
の
平
安
期
歌
謡
関
連
記
事
を
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
風
俗
歌
と

い
っ
た
歌
謡
ご
と
に
見
た
と
き
、
主
に
神
楽
歌
と
風
俗
歌
に
関
し
て
次
の

こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
ず
、
現
存
す
る
平
安
期
写
神
楽
歌
譜
本
と
の
比
較
か
ら
、『
袖
中
抄
』

所
収
神
楽
歌
関
連
記
事
が
引
用
し
て
い
る
曲
は
、
重
種
本
『
神
楽
歌
』
や

鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
資
料
で
は
、
地
方
神
社
の
神
楽
歌
を
集

め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
『
承
徳
本
古
謡
集
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
北
御

門
の
御
神
楽
」
の
詞
章
も
引
用
さ
れ
て
い
る
等
、
神
楽
歌
に
関
す
る
顕
昭

の
見
識
は
広
い
。
そ
の
よ
う
な
資
料
や
知
識
を
ど
の
よ
う
に
し
て
得
た
の

か
が
、
今
後
考
察
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

一
方
、
風
俗
歌
に
関
し
て
は
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
詞
章
は
数

量
的
に
は
神
楽
歌
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
古
今
集
巻
第
二
十
に
収
め
ら
れ

た
歌
謡
の
詞
章
に
よ
る
和
歌
を
引
い
た
も
の
十
四
首
（
重
出
一
首
）
の
う

ち
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
点
、
ま
た
、
そ
の
う
ち
七
首
は
各
項
目
の

冒
頭
歌
と
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
歌
語
が
項
目
名
と
し
て

立
て
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
顕
昭
の
風
俗
歌
に
関
す
る
興
味
は
、

神
楽
歌
に
比
べ
、
歌
謡
そ
の
も
の
よ
り
も
古
今
集
入
集
歌
に
集
ま
っ
て
い

た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
論
で
は
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
神
楽
歌
・
風
俗

歌
の
詞
章
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
古
写
譜
本
が
限
ら
れ
る

平
安
期
歌
謡
の
研
究
に
お
い
て
、
当
時
の
本
文
を
残
す
資
料
と
し
て
注
目

さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
く
に
古
写
譜
本
に
恵
ま
れ
な
い
風
俗
歌
に

あ
っ
て
は
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
四
首
の
詞
章
は
、
風
俗
歌
の
最

古
写
本
に
近
い
時
代
に
記
さ
れ
た
本
文
と
し
て
価
値
が
あ
る
。
あ
く
ま
で

も
歌
学
書
で
あ
る
と
い
う
資
料
の
性
質
の
違
い
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
参
照

し
た
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
歌
謡
関
連
記
事
は
、
院
政
期
に
お
け
る
平
安
期

歌
謡
の
解
釈
や
、
顕
昭
の
、
ひ
い
て
は
院
政
期
の
六
条
藤
家
歌
学
に
お
け

る
歌
謡
観
を
知
る
資
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
。

顕
昭
は
歌
学
書
を
記
す
際
、
和
歌
集
や
歌
学
書
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
博
捜
し
て
い
る
。
歌
謡
資
料
を
手
元
に
置
き
、
折
り
に
触
れ
て

引
用
し
た
の
も
、
博
引
旁
証
す
る
中
の
資
料
の
一
つ
と
捉
え
る
の
が
穏
当

だ
ろ
う
。

だ
が
一
方
で
、
『
袖
中
抄
』
に
見
ら
れ
る
歌
謡
関
連
記
事
の
多
さ
や
、

勅
撰
集
入
集
歌
以
外
も
広
く
取
り
上
げ
る
姿
勢
は
、
顕
昭
以
前
の
歌
学
書

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
顕
昭
が
、
『
萬
葉
集
』
等
古
典
に
連
な
る
も

の
の
一
つ
と
し
て
、
平
安
期
歌
謡
の
詞
章
か
ら
生
じ
た
歌
語
に
小
さ
か
ら

ぬ
興
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
正
し
く
理
解
し
、
用
い
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
袖
中
抄
』
以
後
、
実
際
の
歌
壇
で
は
、
特
別
、
歌
謡
出
自
の
語
が
多

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
『
袖
中
抄
』
は
や

が
て
一
条
兼
良
に
よ
る
最
初
の
神
楽
歌
・
催
馬
楽
の
注
釈
書
『
梁
塵
愚
案

抄
』
の
成
立
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
袖
中
抄
』

の
『
梁
塵
愚
案
抄
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た

い
。

［
注
］

（
一
）
勅
撰
集
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
へ
の
歌
謡
同
類
歌
の
採
録
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
の
平
安
期
歌
謡
に
つ
い
て
」（
『
国
語
国
文
』

第
七
十
八
巻
第
九
号

二
〇
〇
九
年
一
―
二
三
頁
）
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
二
）
稿
者
は
、
平
安
期
歌
謡
の
詞
章
の
語
や
表
現
を
用
い
た
同
時
代
の
和
歌
解

釈
を
歌
謡
解
釈
に
援
用
す
る
試
み
を
、
拙
稿
「
神
楽
歌
「
杓
」
の
歌
詞
の
異
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同
と
そ
の
解
釈
―

平
安
期
写
譜
本
と
古
今
和
歌
集
・
古
今
和
歌
六
帖
を

対
象
に
―

」
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
二
十
三
号

二
〇
一
〇
年

一
―
二
二
頁
）
、
同
「
神
楽
歌
「
明
星
」
の
解
釈
に
つ
い
て

―
神
楽
歌

「
明
星
」
を
題
材
に
詠
ま
れ
た
和
歌
か
ら
―

」（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』

第
二
十
五
号

二
〇
一
一
年

一
―
二
一
頁
）
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。

（
三
）
顕
昭
歌
学
に
お
け
る
源
俊
頼
の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
顕
昭
は
『
万
葉
集
』

を
尊
重
し
た
が
、
こ
れ
は
院
政
期
和
歌
史
の
潮
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
直
接
的
に
は
前
時
代
の
歌
人
源
俊
頼
の
多
大
な
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
小
野
恭
靖
の
指
摘
が
あ
る
（
小
野

恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連
記
事
を
起
点
と
し
て

―
」（
『
学
大
国
文
』
第
四
十
二
号
一
九
九
九
年
二
一
―
三
七
頁
）
二

二
頁
）
。

（
四
）
小
野
恭
靖
「
院
政
期
の
催
馬
楽
―

顕
昭
の
催
馬
楽
関
連
記
事
を
め
ぐ

っ
て
―

」
（
真
鍋
昌
弘
編
『
歌
謡

雅
と
俗
の
世
界
』
和
泉
書
院

一
九

九
八
年
一
三
三
―
一
四
五
頁
）
、
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連
記
事
を
起
点
と
し
て
―
」
等
。

（
五
）
久
曽
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
資
料
編
（
上
・
中
・
下

風
間
書
房

一
九
六
〇
年
―
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
と
、
第
一
句
を
「
わ
が
せ
な
を
」
と

す
る
の
は
高
野
切
と
関
戸
本
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
関
戸
本
は
第
五
句
を
「
松

ぞ
か
な
し
き
」
と
し
て
い
る
が
、「
ま
つ
ぞ
わ
び
し
き
」
と
す
る
本
は
な
い
。

（
六
）
前
掲
注
五
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に
よ
る
と
、
第
四
句
を
「
ぬ
ふ
て
ふ
」

と
す
る
の
は
、
寂
恵
本
、
伊
達
本
、
雅
俗
山
庄
本
、
寛
親
本
、
後
鳥
羽
院
本
、

基
俊
本
、
元
永
本
、
関
戸
本
、
「
ぬ
ふ
と
い
ふ
」
と
す
る
の
は
、
雅
経
本
、

永
暦
本
、
建
久
本
、
高
野
切
、
六
条
家
本
、
英
治
本
、
前
田
本
、
天
理
本
、

志
賀
須
賀
本
で
あ
る
。

（
七
）
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
（
笠
間
書
院

一
九
八

五
年
）
二
二
〇
頁
頭
注
。

（
八
）
前
掲
注
七
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
二
五
八
頁

頭
注
。

（
九
）
前
掲
注
一
拙
稿
「
『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
の
平
安
期
歌
謡
に
つ
い
て
」

で
詳
述
し
て
い
る
。

（
十
）
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
の
箇
所
は
、
前
掲
七
橋
本
不
美
男
ほ
か
『
袖
中

抄
の
校
本
と
研
究
』
の
底
本
と
な
っ
た
高
松
宮
本
に
な
い
。
今
、
他
本
に
よ

り
補
っ
た
。

（
十
一
）
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連

記
事
を
起
点
と
し
て
―

」
（
二
二
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
顕
昭
は

俊
頼
の
私
家
集
『
散
木
奇
歌
集
』
に
注
釈
を
加
え
た
『
散
木
集
註
』
を
著
し

て
お
り
、
前
時
代
の
歌
人
俊
頼
に
寄
せ
る
興
味
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
同
著
の
中
に
も
「
み
ま
く
さ
は
御
秣
也
催
馬
楽
は
御
ま
く
さ
と
り
か
へ

ニ

ま
ゆ
と
し
め
と
う
た
へ
り
」
と
催
馬
楽
に
関
連
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（
『
散

木
奇
歌
集
』
巻
第
三
秋
八
月
「
百
首
歌
中
に
か
る
か
や
を
よ
め
る
」
（
三
九

四
番
歌
）
注
釈
）
。

（
十
二
）
注
四
参
照
。

（
十
三
）
な
お
、
氏
の
論
と
本
論
と
で
は
、
『
袖
中
抄
』
所
収
の
催
馬
楽
関
連
記

事
に
つ
い
て
掲
出
記
事
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
氏
が
催
馬
楽
の
引
用
歌
と
し

て
計
数
し
な
か
っ
た
巻
十
七

「
ユ
サ
バ
リ
」
の
項
目
に
引
用
さ
れ
て
い
る

226

「
青
柳
」
（

）
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
一
節
で
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

38383838

ま
た
、
巻
第
廿
「
ヒ
カ
タ

ア
ナ

シ
シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ

ロ

ア
ヒ

ノ
風

シ
ノ

ヽ
ヲ

フ
ヾ

キ
」
中
の
「
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ

285

キ
」
に
関
し
て
は
、

又
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
ト
云
風
ア
リ

ア
フ
ミ
ヂ
ノ
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ
ハ
ヤ
ヒ
カ
ズ
コ
モ
チ
マ
チ
ヤ
セ
ヌ

ラ
ム
シ
ノ
ヽ
ヲ
フ
ヾ
キ

…
…

45454545
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（
袖
中
抄
巻
第
廿

ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ

ノ
風

シ
ノ

ヽ
ヲ

フ
ヾ

キ
）

285

と
、
催
馬
楽
「
逢
路
」
の
詞
章
（
）
が
例
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
の
大
変
簡

45454545

略
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
こ
れ
ら
も
催
馬
楽
「
青
柳
」
の
詞
章
の
引

用
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
箇
所
は
表

の
注
に
示
し
た
よ
う

1

に
、
文
化
庁
蔵
（
高
松
宮
本
）
『
袖
中
抄
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
例
外
的
箇

所
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
十
四
）
前
掲
注
四
小
野
恭
靖
「
院
政
期
の
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関

連
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

」
、
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連
記
事
を
起
点
と
し
て
―

」
。
な
お
、
い
ず
れ
の

論
も
、
『
袖
中
抄
』
巻
第
十
七

「
ユ
サ
バ
リ
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
青

226

柳
」
、
同
巻
第
廿
「
ヒ
カ
タ

ア
ナ
シ

シ
ナ
ド
ノ
風

コ
ヽ
ロ

ア
ヒ

ノ
風

シ
ノ

ヽ
ヲ

フ
ヾ

キ
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
逢

285

路
」
の
詞
章
を
催
馬
楽
関
連
記
事
と
し
て
計
数
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

本
論
と
は
掲
出
記
事
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注
十
三
参

照
。

（
十
五
）
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連

記
事
を
起
点
と
し
て
―
」
二
三
―
二
四
頁

（
十
六
）
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連

記
事
を
起
点
と
し
て
―

」
中
「
三
、
催
馬
楽
各
曲
の
先
行
類
歌
」
（
二
五

―
三
三
頁
）
。
と
く
に
二
九
頁
参
照
。

（
十
七
）
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
連

記
事
を
起
点
と
し
て
―

」
中
「
四
、
催
馬
楽
出
自
の
歌
語
（
歌
こ
と
ば
）
」

三
三
―
三
五
頁
・
「
お
わ
り
に
」
三
五
頁

（
十
八
）
前
掲
注
四
小
野
恭
靖
「
院
政
期
の
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関

連
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

」
中
「
二
、
催
馬
楽
譜
の
成
立
に
つ
い
て
の
記
事
」

一
三
七
頁

（
十
九
）
平
安
期
以
降
郢
曲
の
楽
家
に
は
源
家
流
と
藤
家
流
の
二
派
が
あ
る
が
、

『
袖
中
抄
』
所
収
催
馬
楽
関
連
記
事
に
関
し
て
は
、
「
顕
昭
が
見
た
譜
本
は

源
家
流
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
小
野
恭
靖
氏
の
指
摘
が

あ
る
（
前
掲
注
四
小
野
恭
靖
「
院
政
期
の
催
馬
楽
―

顕
昭
の
催
馬
楽

関
連
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

」
一
三
七
、
一
四
〇
頁
）
。

（
二
十
）
こ
れ
は
、
催
馬
楽
関
連
記
事
に
関
し
て
、
小
野
恭
靖
が
指
摘
し
た
こ
と

と
同
様
で
あ
る
（
前
掲
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽
―

顕
昭
の
催

馬
楽
関
連
記
事
を
起
点
と
し
て
―
」
二
二
、
三
五
頁
）
。

（
二
十
一
）
小
西
甚
一
ほ
か
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』（
岩

3

波
書
店
一
九
五
七
年
）、
臼
田
甚
五
郎
ほ
か
校
注
訳
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
『
神
楽
歌
催
馬
楽
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
』（
小
学
館
二
〇
〇
〇
年
）

42

等
。

（
二
十
二
）
「
み
や
び
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
二
十
一
日
本
古
典
文
学
大
系

3

三
一
〇
頁
頭
注
で
は
「
上
品
な
お
作
法
」
、
前
掲
注
二
十
一
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集

四
五
頁
頭
注
で
は
、
「
宮
廷
風
の
優
美
な
ふ
る
ま
い
や
し

42

き
た
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
三
）
前
掲
注
十
五
参
照
。

（
二
十
四
）
高
野
辰
之

改
訂
版
『
日
本
歌
謡
集
成
』
第
二
巻

中
古
編
（
一
九

六
〇
年
東
京
堂
出
版
部
）

（
二
十
五
）
前
掲
注
七
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
四
七

五
頁
頭
注
一
四
に
指
摘
が
あ
る
。

（
二
十
六
）
前
掲
注
七
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
三
〇

五
頁
頭
注
一
〇
。

（
二
十
七
）
こ
の
点
に
つ
い
て
も
前
掲
注
七
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖
中
抄
の

校
本
と
研
究
』
三
〇
五
頁
頭
注
一
〇
に
指
摘
が
あ
る
。

（
二
十
八
）
な
お
、
当
該
歌
書
は
現
存
す
る
教
長
古
今
集
注
に
は
見
え
な
い
。

（
二
十
九
）
前
掲
注
三
小
野
恭
靖
「
和
歌
と
催
馬
楽

―
顕
昭
の
催
馬
楽
関
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連
記
事
を
起
点
と
し
て
―
」
三
四
―
三
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
小
野
氏
は

こ
の
歌
が
俊
成
判
に
よ
っ
て
負
と
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
「
顕
昭
は
『
六
百

番
陳
状
』
で
も
催
馬
楽
「
道
口
」
詞
章
を
掲
出
し
、
先
掲
の
俊
頼
詠
を
も
引

用
し
つ
つ
、
自
詠
歌
の
弁
護
に
努
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

［
参
照
文
献
］

※
平
安
期
歌
謡
の
各
譜
本
の
本
文
は
次
の
資
料
に
拠
っ
た
。
歌
謡
譜
本
に
よ
る
本

文
は
、
万
葉
仮
名
は
適
宜
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
濁
点
を
ふ
っ
た
。
ま
た
、
音
楽

的
符
号
は
省
略
し
た
。

○
『
神
楽
和
琴
秘
譜
』
…
…
陽
明
文
庫
編

陽
明
叢
書
国
書
篇
第
八
輯
『
古
楽

古
歌
謡
集
』
思
文
閣
出
版
一
九
五
八
年

○
信
義
本
『
神
楽
歌
』
…
…
官
幣
稲
荷
大
社
複
製
一
九
三
一
年

○
重
種
本
『
神
楽
歌
』
…
…
官
幣
稲
荷
大
社
複
製
一
九
三
一
年

○
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
…
…
古
典
保
存
会
複
製
一
九
三
八
年

○
鍋
島
家
本
『
催
馬
楽
』
…
…
佐
佐
木
信
綱
編

竹
柏
会
複
製

一
九
三
一
年

○
天
治
本
『
催
馬
楽
抄
』
…
…
古
典
保
存
会
複
製
一
九
二
六
年

○
『
承
徳
本
古
謡
集
』
…
…
陽
明
文
庫
編
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
八
輯
『
古
楽

古
歌
謡
集
』
思
文
閣
出
版
一
九
五
八
年

○
高
田
与
清
『
楽
章
類
語
鈔
』
…
…
文
政
二
年
刊
本

※
和
歌
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
編
集
委
員

会
監
修
『
新
編
国
歌
大
観
』

C
D

-R
O

M
版

V
er.2
（
角
川
書
店
ほ
か
二
〇
〇

三
年
）
に
拠
っ
た
。
各
歌
に
付
し
た
歌
番
号
は
同
書
に
よ
る
。

※
そ
の
ほ
か
、
引
用
本
文
は
次
の
資
料
に
拠
っ
た
。

○
『
袖
中
抄
』（
本
文
、
項
目
番
号
、
項
目
名
）
…
…
橋
本
不
美
男
ほ
か
著
『
袖

中
抄
の
校
本
と
研
究
』
笠
間
書
院
一
九
八
五
年
。
引
用
の
際
に
は
ヨ
ミ
ク

セ
を
省
略
し
た
。

○
『
古
今
和
歌
集
』
本
文
…
…
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系

５
『
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
）
【
底
本
】。
久
曽
神
昇
『
古

今
和
歌
集
成
立
論
』
資
料
編
（
上
・
中
・
下
風
間
書
房
一
九
六
〇
年
―

一
九
六
一
年
）
、
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
上
・
中
・
下
（
講
談

社
一
九
九
八
年
）
、
西
下
京
一
ほ
か
編
『
古
今
集
校
本
』
新
装
ワ
イ
ド
版

（
笠
間
書
院
二
〇
〇
七
年
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

○
『
拾
遺
和
歌
集
』
…
…
小
町
谷
照
彦
校
注

新
日
本
古
典
文
学
大
系
７
『
拾

遺
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
〇
年
）

○
『
萬
葉
集
』
本
文
…
…
佐
竹
昭
広
ほ
か
編
『
補
訂
版
万
葉
集
本
文
篇
』
（
塙

書
房
一
九
九
八
年
）
【
底
本
】
。
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
訳
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
６
―
９
『
萬
葉
集
』
①
―
④
（
小
学
館
一
九
九
四
年
―
一
九
九

六
年
）
、
佐
佐
木
信
綱
ほ
か
編
『
校
本
萬
葉
集
』
新
増
補
版

一
―
十
八
（
岩

波
書
店

一
九
九
四
年
―
一
九
九
五
年
）
、
廣
瀨
捨
三
ほ
か
編
『
校
本
萬
葉

集
』
別
冊
一
―
三
（
岩
波
書
店
一
九
九
四
年
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

○
『
古
今
和
歌
六
帖
』
…
…
宮
内
庁
書
陵
部
編
図
書
寮
叢
刊
『
古
今
和
歌
六

帖
』
上
・
下
（
養
徳
社

一
九
六
七
・
一
九
六
九
年
）
【
底
本
】
。
『
新
編
国

歌
大
観
』
編
集
委
員
会
監
修
『
新
編
国
歌
大
観
』

C
D

-R
O

M
版

V
er.2
（
角

川
書
店
ほ
か

二
〇
〇
三
年
）
、
永
青
文
庫
編
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
『
古

今
和
謌
六
帖
』
第
二
・
三
巻
（
汲
古
書
院
一
九
八
二
・
一
九
八
三
年
）
を

適
宜
参
照
し
た
。

○
教
長
古
今
集
注
…
…
与
謝
野
寛
ほ
か
編
日
本
古
典
全
集
第
二
期
『
古
今
和

歌
集
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
一
九
二
七
年

○
孫
姫
『
和
歌
式
』
、
藤
原
清
輔
『
奥
義
抄
』
…
…
佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌

学
大
系
』
第
一
巻
風
間
書
房
一
九
五
七
年

○
『
倭
名
類
聚
抄
』
（
二
十
巻
本
）
…
…
京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研

究
室
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』
本
文
篇

臨
川
書
店

一
九
六
八
年
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○
顕
昭
古
今
集
注
…
…
久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四
風
間
書
房

一
九
八
〇
年

○
『
日
本
書

紀
』
…
…
坂
本
太
郎
ほ
か
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系

『
日
本

67

書
紀
』
上
岩
波
書
店
一
九
六
七
年

○
藤
原
範

兼
『
和
歌
童
蒙
抄
』
、
藤
原
仲
実
『
綺
語
抄
』
…
…
久
曽
神
昇
編
『
日

本
歌
学
大
系
』
別
巻
一
風
間
書
房
一
九
五
九
年

（
た
ば
や
し

ち
ひ
ろ
・
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）


